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『
亀
の
ピ
カ
ソ　

　
短
歌
日
記
２
０
１
３
』
ふ
ら
ん
す
堂

坂
井
修
一
さ
ん

『
短
夜
』　
角
川
学
芸
出
版

大
峯
あ
き
ら
さ
ん

【
受
賞
理
由
】

　
歌
人
に
し
て
情
報
工
学

の
先
端
に
い
る
作
者
が
、

日
々
出
会
う
豊
富
な
題
材

を
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
知

的
な
ア
イ
デ
ア
で
ま
と
め

た
魅
力
的
な
歌
集
。

【
受
賞
理
由
】

　
平
明
な
こ
と
ば
で
成
る

一
句
の
景
か
ら
四
季
朝
夕

の
静
か
な
自
然
の
気
が
顕

ち
、
読
者
を
安
堵
の
世
界

に
誘
う
。
格
調
の
高
さ
の

味
わ
え
る
句
集
。

短
歌
部
門

俳
句
部
門

第7回「小野市詩歌文学賞」受賞作決まる

六

表
現
を
魅
力
的
に
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク（
豆
知
識
）

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
ね
む

（
柿
本
人
麻
呂
）

　「
枕
詞
」
は
、
伝
統
的
な
技
法
の
一

つ
で
、「
あ
し
び
き
の
」
は
「
山
」
と

い
う
言
葉
の
前
に
置
く
こ
と
で
、
リ

ズ
ム
を
よ
く
し
ま
す
。
枕
詞
は
、
通

常
５
文
字
で
、
次
に
続
く
言
葉
を
限

定
す
る
飾
り
の
よ
う
な
働
き
を
し
ま

す
。
　
た
だ
、
古
い
短
歌
に
は
よ
く
使
わ

れ
て
い
た
枕
詞
も
、
現
代
で
は
あ
ま

り
使
わ
れ
ず
、
左
に
挙
げ
た
枕
詞
な

ど
を
た
く
さ
ん
言
え
る
人
も
少
な
く

な
っ
た
の
で
は…

。

代
表
的
な
「
枕
詞
」

ひ
さ
か
た
の―
―

天
、
空
な
ど

あ
か
ね
さ
す―

―

日
、
紫
な
ど

ち
は
や
ぶ
る―

―

神
な
ど

七

名
歌
に
学
ぼ
う

の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ
た
つ
屋
梁
に
ゐ
て
足
乳
ね
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

（
斎
藤
茂
吉
）

ち
る
花
は
數
か
ぎ
り
な
し
こ
と
ご
と
く
光
を
ひ
き
て
谷
に
ゆ
く
か
も

（
上
田
三
四
二
）

つ
ば
く
ら
め

は　
り

た
ら
ち

【
参
考
文
献
】

「『
全
然
知
ら
な
い
』
か
ら
始
め
る
短
歌
入
門
」
土
岐
秋
子 

編
著
（
日
東
書
院
）

「
岡
井
隆
の
短
歌
塾 

入
門
編
」
岡
井
隆 

著
（
角
川
学
芸
出
版
）

「
満
点
ゲ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ　
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
短
歌
教
室
」
小
島
ゆ
か
り 

著
（
集
英
社
）

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌　
作
歌
の
ヒ
ン
ト
」
永
田
和
宏 

著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

ま
く
ら
こ
と
ば

しいか

み
じ
か
よ

た

　
今
ま
さ
に
死
に
ゆ
く
母
と
巣
作
り

す
る
ツ
バ
メ
を
対
照
さ
せ
た
歌
で
す
。
「
足
乳
ね
」
は
「
母
」
に
か
か
る
枕
詞
。

　

散
る
花
び
ら
が
、
た
く
さ
ん
の
光

を
帯
び
な
が
ら
谷
に
向
か
っ
て
落
ち

て
い
く
様
子
を
歌
に
し
て
い
ま
す
。
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【特集】短歌、詩歌のまちおのを全国に

短
歌
の
い
ろ
は

こ
れ
だ
け
知
っ
て
い
れ
ば
作
れ
る

　
郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
、
上
田
三
四
二
の
業
績
を
顕
彰
す
る
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

今
回
も
、
多
く
の
市
民
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
４
、
５
㌻
参
照
）

　
短
歌
な
ん
て
興
味
が
な
い
、
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ら
い
い
か
忘
れ
た
と
い
う
方
、

こ
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
短
歌
の
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一

短
歌
と
俳
句
の
違
い

　
短
歌
と
俳
句
は
歴
史
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
俳
句
を
大
成
し
た
と
さ

れ
る
の
は
松
尾
芭
蕉
で
す
の
で
、
江

戸
時
代
に
な
り
ま
す
が
、
短
歌
は
、

万
葉
集
が
編
ま
れ
た
８
世
紀
ご
ろ
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
形
式
も
異
な
り
ま
す
。
短

歌
は
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
三

十
一
文
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
俳

句
は
五
・
七
・
五
の
十
七
文
字
で
す
。

　
さ
ら
に
、
本
来
、
俳
句
に
は
季
語

が
あ
り
、
基
本
的
に
季
語
を
入
れ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
短
歌
に
は

そ
う
い
っ
た
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二

三
十
一
文
字（
み
そ
ひ
と
も
じ
）と
い
う
定
型

●
●
●
●
●　
●
●
●
●
●
●
●　
●
●
●
●
●　
●
●
●
●
●
●
●　
●
●
●
●
●
●
●

５
文
字　
　
　
　
７
文
字　
　
　
　
５
文
字　
　
　
　
７
文
字　
　
　
　
　
７
文
字

初
句　
　
　
　
　
二
句　
　
　
　
　
三
句　
　
　
　
　
四
句　
　
　
　
　
　
結
句

上
の
句　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の
句

三

字
余
り
、
字
足
ら
ず
О
Ｋ
。
リ
ズ
ム
が
大
事

　
短
歌
に
は
、
上
述
し
た
定
型
が
あ

り
ま
す
が
、
必
ず
定
型
に
当
て
は
ま
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳

し
い
規
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
・
七
・

五
・
七
・
七
よ
り
も
多
い
も
の
を
「
字

余
り
」、
少
な
い
も
の
を
「
字
足
ら
ず
」

と
い
い
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
定
型
が
あ
る
の
か
と

い
う
と
、
日
本
語
と
し
て
な
じ
み
や

す
い
一
定
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
か
ら
。

定
型
に
完
全
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
な

く
て
も
、
リ
ズ
ム
が
あ
れ
ば
十
分
な

の
で
す
。

四

初
句
と
結
句
が
大
事

　
結
句
に
く
る
七
文
字
は
、
一
首
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
た
め
大

事
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
の
七
文
字
で
歌
の
印
象
が
変
わ
る

こ
と
も
。
ま
た
、
第
一
印
象
と
な
る
初

句
も
大
切
と
言
え
ま
す
。

五

オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
音
語
・
擬
声
語
・
擬
態
語
）を
使
う

　
言
葉
に
で
き
な
い
、
音
や
声
、
様

子
を
、
言
葉
の
ひ
び
き
や
イ
メ
ー
ジ

で
伝
え
る
こ
と
を
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」

と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
犬
が
ワ
ン

ワ
ン
鳴
く
」「
雨
が
し
と
し
と
降
る
」

な
ど
。
感
情
を
表
現
す
る
の
に
、
適
当

な
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
と
き
、

感
情
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
思
い

の
核
を
つ
か
ま
え
た
い
と
き
に
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。

し
ょ
く

に
く

さ
ん
く

し
く

け
っ
く

か
み

し
も

し
ょ 

く

け
っ  

く
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ト
ン
ゼ
レ
プ
ら
か
ん
さ
タ
ン
サ
ス
マ
ス
リ
ク

る
け
あ
を
目
た
か
て
し
を
り
ふ
た
ね

　
　
　
　

 

年
２
小
東
野
小

好
三

　

 

香
彩

             

年
２
小
東
野
小

橋
石

　

 

彩
心よ

た
き
て
し
学
見
事
仕
お
の
ん
さ
母
お

う
が
ち
は
と
家
で
声
な
い
れ
き

　
　
　

　

年
４
小
東
野
小

谷
長

　

 

空
歩

て
し
じ
う
そ
を
中
の
机
に
瀬
の
年

よ
い
な
か
づ
片
て
ぎ
す
し
か
つ
な

年
６
小
東
野
小

尾
松

　

 

志
一

ろ
く
ぶ
ミ
ゴ
た
け
分
仕
が
ま
ま
じ
う
そ
大

年
３
小
野
小

伏
大

　

 

真
巧い

食
み
ま
つ
い
伝
手
ち
せ
お
か
そ
み
大

る
こ
お
ん
さ
母
と
て
待
で
ま
日
明

年
４
小
野
小

見
厚

　

 

奏
和

げ
上
見
空
と
」
う
よ
見
に
緒
一
「
群
星
流

 
に
な
は
く
咲
に
心
の
我
ひ
想
君

な
か
ア
シ
レ
フ
ラ
ど
け
だ
て
し
か
し
も

年
１
校
高
野
小

井
石

　

 

真
涼

ち
持
気
の
こ
い
し
苦
心
て
し
を
恋

年
１
校
高
野
小

川

　

 

人
有い

な
て
し
き
し
い
か
ん
な
と
こ
の
く
ぼ

年
１
校
高
野
小

本
藤

　

 

貴
光

し
欲
に
ト
ン
ゼ
レ
プ
ス
マ
ス
リ
ク

　

、
も
で
。
た
し
ま
き
書
に
紙
手
を
の
も
い

。
た
し
で
ん
せ
ま
き
で
が
と
こ

わ
ふ
の
猫
良
野
る
い
に
く
近
の
家

　

い
て
見
、
ど
け
い
な
れ
く
て
い
つ
な

。
い
ろ
し
も
お
と
る

母
、
に
め
た
る
作
を
題
宿
の
語
国

　

。
た
し
で
声
な
い
れ
き
て

の
末
年
る
れ
わ
言
ら
か
親
、
年
毎

　

の
校
学
や
石
た
い
て
め
集
。
け
づ
片

い
し
か
つ
な
ど
な
真
写
、
ト
ン
リ
プ

。
た
し
ま
き
て
出
ん
さ
く
た
が
の
も

て
し
理
整
が
ん
さ
母
お
、
に
末
年

　

。
た
し
ま
し
戻
に
元
、
し
出
け
つ
見
を

い
伝
手
お
の
理
料
と
妹
ら
か
段
普

　

ば
お
、
も
日
の
こ
。
す
ま
い
て
し
を

い
つ
で
の
い
し
い
お
。
り
作
ち
せ

…

。

夜
、
れ
わ
誘
と
う
よ
見
を
群
星
流

　

く
い
。
た
し
ま
げ
上
見
に
緒
一
を
空

親
、
ど
け
た
き
で
が
と
こ
る
見
か
つ

と
こ
た
き
で
有
共
を
間
時
と
人
い
し

ラ
ド
ビ
レ
テ
た
し
と
台
舞
を
校
学

　

う
し
験
体
も
で
分
自
、
に
考
参
を
マ

持
気
な
直
素
、
を
ま
ま
の
そ
と
こ
る

。
た
し
ま
き
書
で
ち

【特集】短歌、詩歌のまちおのを全国に

表
発
品
作
賞
受

首
１
７
４
，
７
る
な
と
多
最
去
過
ら
か
国
全
　

生
校
高
・
中
・
小
、
首
９
１
３
，
１
部
の
般
一
（

か
外
海
ち
う
（
首
２
５
１
，
６
部
の

ら
30

））
首

品
作
賞
受
た
れ
ば
選
、
ら
か
中
の
品
作
募
応
の

。
す
ま
し
介
紹
を

　
　
　

 

区
伯
佐
市
島
広

　

本
岩

 

久
幸

街
の
災
震
る
祈
に
灯
の
結

　
　
　

 

市
沼
魚
県
潟
新

　

西
坂

 

弘
直

部
の
般
一

く
咲
に
う
よ
の
真
写
合
集
の
出
い
思

ろ
い
ん
き
の
夏
の
ち
た
葵
日
向

　
　

木
鈴

　市
田
池
府
阪
大

 

太
成
加す

返
り
揺
て
い
弾
を
子
種
ネ
フ
リ
ツ
キ

山
の
リ
シ
ロ
ポ
い
な
い
う
も
は
君

　
　

井
酒

　市
広
帯
道
海
北

 

江
菊

し
い
め
つ
見
を
我
し
め
醒
目
夜
前
の
死

色
の
目
な
か
静
の
猫
の
歳
九
十

町
訪
諏
下
郡
訪
諏
県
野
長

根
中

　

 

子
ち
み

は
児
な
さ
を
し
め
覚
目
を
朝
に
嫌
機
ご

　
　

本
山

　町
谷
中

 

代
満

き
衝
を
胸
真
写
の
字
点
む
読
で
舌

ゆ
こ
き
雷
遠
に
室
示
展
む
佇

　
　

面
西

　町
和
三

 

夫
光

ば
け
ゆ
ち
満
に
厨
香
の
子
柚
と
ト
コ
ト
コ

由
理
の
嘩
喧
た
れ
忘
て
け
溶

　
　

部
服

　町
田
小

 

子
裕

部
の
生
校
高
・
中
・
小

、
校
高
野
小
、
校
学
小
東
野
小
、
は
回
今
。
に
象
対
の

埼
（
校
高
西
川
桶、
）
市
井
桜
県
良
奈
（
校
学
中
輪
三
大

。
た
し
ま
れ
さ
賞
受
が
校
４
の
）
市
川
桶
県
玉

て
い
付
が
気
に
君
る
て
い
泣
て
い
む
つ
う

年
６
小
東
野
滝
立
市
東
加

内
堀

　

 

美
華

か
ぷ
か
ぷ
り
か
ぷ
ら
ゆ
ら
ゆ
り
ら
ゆ

年
２
中
妻
吾
立
市
仙
雲

尾

　

 

由
麻る

い
に
離
距
い
な
ば
呼
で
前
名
今
て
え
あ

年
３
高
狭
厚
立
県
口
山

野
花

　

 

香
日
明歩

散
犬
い
し
い
こ
が
ロ
イ
カ
る
凍
も
手

年
６
小
部
大

西
中

　

 

郎
太
顕

席
　
一

席
　
二

席
　
三

席
　
四

席
　
五

選
　
入

作
　
佳

秀
優
最

秀
　
優

）
分
係
関
市
野
小
（

）
分
係
関
市
野
小
（

）
分
係
関
市
野
小
（

）
略
称
敬
（

）
年
学
の
時
稿
投
（

に
親
母
、
て
き
起
朝
が
孫
の
歳
５

　

…

を
情
感
と
」…

。
舌
が
方
る
あ
の
い
が
障
に
手
や
目

　

、
て
見
を
真
写
の
姿
む
読
を
字
点
で

喧
の
と
母
の
日
昨
、
り
な
に
ち
持
気

を
犬
い
飼
、
に
ろ
ご
時
７
朝
の
冬

　

イ
を
子
様
の
時
る
い
て
せ
さ
歩
散

び
り
さ
い

ぎ
ま

け 

さ

　

ひ
ゆひ 

ま 

わ 

り

ゆ

じ 
 

う 

く

ご

つ

ず

　ゆ

か

や
り
く

う
ゆ
り

い
ら
ん
え

42015.5

ず
た
た

や

　
　へ



「
地
方
創
生
」
体
制
強
化
に
重
点

人
事
異
動

4
月
１
日
付

市
民
１
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数
は
県
内
最
少

　
　
　
　
　
　
　
　

※

病
院
、
消
防
職
員
を
除
く
・
人
口
10
万
人
以
下
の
市

【
機
構
と
人
事
異
動
の
概
要
】　

①
市
長
公
室
を
設
け
情
報
発
信
を
強
化

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
や
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
広
報
広
聴
機
能
を
有

す
る
市
長
公
室
を
設
置
し
、
部
長
級
を

配
置
。

②
地
方
創
生
推
進
に
住
む
な
ら
お
の
推

進
グ
ル
ー
プ
設
置

　
総
合
戦
略
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

の
た
め
に
住
む
な
ら
お
の
推
進
グ
ル
ー

プ
を
総
合
政
策
部
内
に
設
置
。

③
高
齢
化
対
策
に
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
設
置

　
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
の
た
め
に
市
民
福
祉
部
内
に
エ
イ
ジ
・

ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
設

置
し
、
部
長
級
を
配
置
。

④
雇
用
創
出
の
た
め
の
組
織
改
編

　
雇
用
創
出
の
た
め
に
産
業
課
を
産
業

創
造
課
に
改
め
、
同
課
に
就
業
・
起
業

支
援
室
を
設
置
。

⑤
障
が
い
福
祉
施
策
推
進
に
手
話
通
訳

者
を
配
置

　
社
会
福
祉
課
に
、
県
認
定
の
手
話
通

訳
者
を
含
む
２
人
の
手
話
が
で
き
る
職

員
を
配
置
。
（
関
連
記
事
左
下
）

⑥
少
子
化
対
策
の
た
め
の
組
織
改
編

　
新
た
な
子
育
て
支
援
策
・
少
子
化
対

策
を
推
進
す
る
た
め
児
童
福
祉
係
を
児

童
福
祉
・
少
子
化
対
策
係
に
改
め
る
。

⑦
特
産
品
の
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、
観

光
戦
略
強
化
の
た
め
の
組
織
改
編

　
観
光
課
と
地
域
交
流
推
進
課
を
統
合

し
観
光
交
流
推
進
課
を
設
置
し
、
観
光

推
進
係
と
ふ
る
さ
と
振
興
係
を
設
置
。

【
部
長
級
以
上
の
異
動
】

市
長
公
室
長

（
部
長
）

新
役
職
名

旧
役
職
名

氏  

名

総
合
政
策
部
政
策
・
秘
書
担
当
参
事

岩
﨑 

一
喜

水
道
部
長

総
務
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
長

（
兼
）
市
民
活
動
推
進
係
長

新
免 

秀
晃

会
計
管
理
者

総
務
部
参
事（
兼
）税
務
課
長

松
本 
一
郎

議
会
事
務
局
長

総
務
部
参
事（
兼
）総
務
課
長

岸
本 

浩
幸

教
育
次
長

教
育
次
長（
兼
）教
育
総
務
課
長

松
野 

和
彦

（
次
長
・
参
事
）

総
務
部
参
事（
兼
）総
務
課
長

総
務
部
財
政
課
長（
兼
）管
財
係
長

藤
原 

博
之

市
民
安
全
部
次
長
（
防
災
セ
ン
タ
ー
長
）

（
防
災
リ
ー
ダ
ー
兼
地
域
安
全
リ
ー
ダ
ー

兼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー
）

市
民
安
全
部
参
事
（
防
災
セ
ン
タ
ー
長
）

（
防
災
リ
ー
ダ
ー
）

井
岡 　

伸

市
民
福
祉
部
参
事
（
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
長
）（
兼
）エ
イ
ジ
・
ル
ネ

サ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長

市
民
福
祉
部
参
事
（
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
長
）（
兼
）高
齢
介
護
課
長

松
井 　

孝

　市役所1階の社会福祉課に手話通訳
者（嘱託職員）を配置しました。
　手話通訳者は、手話通訳者全国統一
試験に合格した酒井真由美さんです。
勤務時間は、平日8時45分から17時
15分まで。
　聴覚に障がいがある方で、市役所窓
口での手続きなどで手話通訳が必要な
方は、気軽に申し出てください。

辞令交付式で宣誓文を読み上げる新規採用職員
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▼問い合わせ先　
　社会福祉課障がい福祉係
　（☎63-1011・　  63-1204）

【特集】短歌、詩歌のまちおのを全国に

第
７
回
「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」

第
26
回
上
田
三
四
二
記
念
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
き
：
６
月
６
日
㈯ 

12
時
30
分
〜　

と
こ
ろ
：
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

短歌、俳句の世界に触れてみよう

　
当
市
出
身
の
上
田
三
四
二
（
１
９
２
３
〜
１
９
８
９
）
の
歌
人
、
作
家
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
功
績

を
た
た
え
る
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
一
般
公
募
に
よ
る
作
品
を
選
評
、
表
彰
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」
は
、
昨
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
短
歌
、
俳
句
の
作
品
か
ら
全
国
の
歌
人
、

俳
人
約
３
０
０
人
が
推
薦
し
た
も
の
を
、
馬
場
あ
き
子
さ
ん
ら
３
人
の
選
考
委
員
が
選
考
し
た
作
品
を
顕

彰
し
ま
す
。

第１部　

第２部

第３部　

第４部　

懇親会　

プログラム

高野ムツオさん
（第6回詩歌文学賞受賞）

コーディネーター
伊藤一彦さん
（第5回詩歌文学賞受賞）

昭和3年、東京都生まれ。朝日
歌壇選者、日本芸術院会員。

昭和22年、滋賀県生まれ。
朝日歌壇選者、宮中歌会始詠
進歌選者。

昭和10年、山口県生まれ。
読売俳壇選者。

※17：00まで

好
古
館
企
画
展

歌
人
・
上
田
三
四
二
〜
生
涯
と
業
績
〜

５
月
30
日
㈯
〜
６
月
28
日
㈰

　

短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
合
わ
せ
、
上

田
三
四
二
の
関
係
資
料
や
自
筆
原
稿
、
著

書
な
ど
を
使
い
、
生
い
立
ち
か
ら
幅
広
い
文

学
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
優

秀
作
品
（
１
席
〜
５
席
）
を
作
者
自
筆
の
色

紙
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
場　

所　
好
古
館
２
階
展
示
室

▼
休
館
日　
月
曜
日

▼
入
館
料　
大
人（
高
校
生
以
上
）２
０
０
円
、

　
　
　
　
　
小･

中
学
生
１
０
０
円

※

団
体
割
引
（
20
人
以
上
）
あ
り
、
コ
コ
ロ

　
ン
カ
ー
ド
持
参
の
小
中
学
生
は
無
料
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き
社
会
創
造
課
（
☎　

２
４
４
５
）

◯63

し 

い 

か

対談「俳句よきかな短歌よきかな」

小野市詩歌文学賞授賞式
短歌部門『亀のピカソ 短歌日記 2013』、俳句部門『短夜』

小野市短歌フォーラム表彰式
一般・学生の部の優秀作品を表彰

小野市短歌フォーラム入選歌の選評
馬場あき子さんと永田和宏さんが、入賞作品を解説

選者、受賞者らとの懇親会　　参加料 1人1,000円

10：30 ～ 12：30

出演 小島ゆかりさん
         （第6回詩歌文学賞受賞）

○特産品コーナー
　（市の特産品、お弁当を販売）

場所 

歌
人

馬
場
あ
き
子
さ
ん

歌
人

永
田
和
宏
さ
ん

俳
人

宇
多
喜
代
子
さ
ん

○憩いのコーナー
　（お茶席と三曲演奏）

【関連イベント】
時間 ハートフルサロンほか

【
選
考
委
員
】

62015.5

※

申
し
込
み
不
要
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。



　
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

　
ん
▽
当
日
の
活
動
内
容
は
、
実
行

　
委
員
会
が
決
定
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
体
育
保

　
健
課
内
）

　
☎　
２
５
９
１
・　
　
１
８
４
２

自
転
車
保
険 

補
助
へ

　
県
が
自
転
車
保
険
の
加
入
を
義
務

付
け
る
条
例
を
施
行
す
る
の
に
あ
わ

せ
、
市
は
、
中
学
生
の
い
る
世
帯
に

対
し
て
、
年
額
千
円
の
保
険
料
を
全

額
補
助
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
補
助
額
は
、
県
交
通
安
全
協
会
が

設
け
る
保
険
の
基
本
プ
ラ
ン
（
最
大

５
千
万
円
の
損
害
賠
償
補
償
）
に
合

わ
せ
て
年
額
千
円
で
、
約
１
５
０
０

世
帯
分
の
１
５
０
万
円
。

　
補
助
の
概
要
は
、
加
入
す
る
保
険

の
種
類
、
賠
償
額
、
保
険
会
社
は
問

わ
な
い
▽
新
規
加
入
、
継
続
加
入
は

問
わ
な
い
▽
家
族
単
位
の
加
入
と
な

る
こ
と
か
ら
中
学
生
が
複
数
人
い
る

家
庭
も
年
額
千
円
補
助
す
る―

―

な

ど
。
　
条
例
は
、
４
月
１
日
施
行
さ
れ
、

10
月
１
日
か
ら
義
務
化
へ
。
市
は
、

６
月
の
補
正
予
算
案
に
盛
り
込
む
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
方
法
な
ど
は
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課　

　
（
☎　
１
０
１
５
）　

あ
な
た
の
笑
顔
が
ラ
ン
ナ
ー
の
力
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　　　
今
年
度
も
開
催
予
定
の
小
野
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
選
手
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
日　
12
月
６
日
㈰
予
定

▼
活
動
時
間　
７
時
〜
15
時

※

活
動
内
容
に
よ
り
時
間
は
異
な
り

　
ま
す
。

▼
場
所　
大
池
総
合
公
園
・
う
る
お

　
い
交
流
館
エ
ク
ラ
周
辺

▼
活
動
内
容　
選
手
受
付
、
沿
道
整

　
理
、
手
荷
物
預
か
り
、
ラ
ン
ナ
ー

　
誘
導
、
完
走
者
対
応
な
ど

▼
募
集
期
限　
７
月
31
日
㈮

▼
募
集
人
数　
個
人
・
団
体
併
せ
て

　
３
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
方
法　
市
総
合
体
育
館

　
（
ア
ル
ゴ
）、匠
台
公
園
体
育
館（
お

　
の
ア
ク
ト
）、
教
育
委
員
会
に
設

　
置
し
て
い
る
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
を
、
体
育
保
健
課
ま
で
持
参

　
し
て
い
た
だ
く
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た

　
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
要
件
　
15
歳
以
上
の
方

　
（
中
学
生
は
不
可
）
な
ど

※

詳
細
は
申
込
用
紙
を
参
考
に
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
物　
ス
タ
ッ
フ
用
帽
子
（
進

　
呈
）、
ス
タ
ッ
フ
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー

　
ム
（
貸
与
）

※

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項
　
昼
食
や
飲
料
は
実
行

　
委
員
会
が
用
意
し
ま
す
▽
日
当
、

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

◯63
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参加料の一部を
チャリティー基金として寄付

第１回小野ハーフマラソン

　昨年12月7日に開催した第1回小野ハーフマラ
ソンの参加料のうち、1人当たり200円をチャリ
ティー基金として福祉団体に寄付しました。

　このうち、386,200円を小野市社会福祉協議
会の善意銀行に寄付。市の福祉事業推進のため、
有効に活用していきます。ご協力ありがとうござ
いました。
　ほかのチャリティー基金は、がんの子どもを守
る会、チャイルド・ケモ・サポート基金などに寄
付しています。詳しくは大会公式ホームページに
掲載しています。

中
学
生
の
い
る
世
帯
を
対
象

◯63

▼チャリティー基金総額
　参加申込者5,431人×200円＝1,086,200円
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taiiku@
city.ono.hyogo.jp

な
ん

でも解説

おのを
深読み

神戸電鉄粟生線の存続のために③
　　　　

行
政
か
ら
の
支
援
や
神
戸
電
鉄
の

経
費
削
減
な
ど
で
、
収
支
は
多
少
改

善
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
見
込

ま
れ
る
利
用
者
の
減
少
や
、
電
力
料

金
の
値
上
げ
な
ど
に
伴
う
経
費
の
増

加
な
ど
、
粟
生
線
は
、
依
然
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性
化

協
議
会
の
利
用
促
進
事
業
と
し
て
、

考
え
ら
れ
る
様
々
な
事
業
を
行
い
、

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
平

成
26
年
度
の
利
用
者
数
は
６
５
７
万

人
の
見
込
み
で
、
目
標
の
７
０
０
万

人
は
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
粟
生

線
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

全
国
的
な
問
題
で
、
存
続
の
危

機
に
立
つ
地
方
鉄
道
は
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

　
12
年
度
以
降
、
鉄
道
事
業
法

利
用
者
減
少
　
昨
年
度
は
　
万
人 ※

見
込
み

の
改
正
に
よ
る
規
制
緩
和
な
ど
に
よ

り
、
全
国
で
35
路
線
、
６
７
３
㌔
の

鉄
軌
道
が
廃
止
（
26
年
３
月
末
時
点
）

と
な
っ
て
い
る
現
状
も
見
過
ご
せ
ま

せ
ん
。

　
一
方
、
沿
線
住
民
や
県
、
沿
線
市
、

鉄
道
事
業
者
が
、
鉄
道
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
解
決
策
を

実
施
し
、
廃
線
の
危
機
を
乗
り
越
え

た
鉄
道
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
交
通
政
策
グ

　
ル
ー
プ
（
☎　
１
４
０
４
）

減
少
傾
向
に

歯
止
め
か
か
ら
ず

存
続
危
機
の

鉄
道
は
数
多
く

◯63
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成
人
式
大
賞
で
12
年
連
続
入
賞

　
平
成
26
年
度
の
成
人
式
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た
２
０
１
５
小
野
市
成

人
式
が
、
第
15
回
成
人
式
大
賞
（
新

成
人
式
研
究
会
主
催
・
文
部
科
学
省

後
援
）
で
、
今
回
創
設
さ
れ
た
「
成

人
式
特
別
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
応
募
は
全
国
か
ら
98
件
。

　
同
賞
は
、
過
去
に
成
人
式
大
賞
を

受
賞
し
、
他
の
模
範
と
な
る
高
度
な

内
容
の
も
の
を
引
き
続
き
発
展
・
向

上
さ
せ
て
い
る
も
の
に
贈
ら
れ
る
貢

献
賞
の
中
で
、
最
も
優
れ
て
い
る
と

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

成
人
式
特
別
貢
献
賞

成人式実行委員を募集

　　新成人自らの手で成人式を企画する実
行委員を募集します。

▼対象　平成７年4月2日～平成8年4月１
日生まれの市内在住または市内小・中学
校出身の方。

▼その他　市外に転出されている新成人の
方も小野市成人式に参加することができ
ます。参加を希望される場合は、住所
（案内状送付先）／氏名／電話番号／出
身小・中学校を実行委員会事務局にお知
らせください。

▼成人式開催予定日　来年1月11日（祝）

▼申し込み・問い合わせ先
　成人式実行委員会事務局（教育委員会い
きいき社会創造課内）☎63-2445

年
間
利
用
者
数
、目
標
達
成
な
ら
ず

11
時
台
の
発
車
を
待
つ
車
内
で
（
＝
粟
生
駅
）
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実行委員会の取り組みを発表（1月にあった成人式で）



お気軽にご相談ください。 相談日が祝日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

相 談 名 相 談 日 時 相 談 場 所 相 談 内 容 担当課（電話番号）

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

市民サービス課相談室
生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

コミセンおの302号室

コミセンおの205号室

生活環境グループ

人権に関すること

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

北播磨総合医療センター
地域医療連携室 相談室

生活上の問題

福祉事務所相談室

福祉事務所相談室
（障がい者虐待防止センター）

生活上の悩みなどの母子・父子の
自立に向けた相談

女性看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター） 乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室 日々の暮らしの悩み・心配ごと

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

障がい者の虐待など

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

いじめ・人権グループ
63-1243

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

社会福祉協議会
63-2575

社会福祉課
63-1011 FAX63-1204
（夜間休日）

63-1000 FAX63-1196

63-1000（内線840・841）

子育て支援課
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

健康課
63-3977

来住保育所
62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ・人権グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法 律

市民・行政
要予約

人　　権

消費生活

高齢者総合相談

心配ごと相談

障がい者総合相談

虐待通報・
相談窓口

精神障がい者

児　　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

いじめ等相談窓口
（ONOひまわりほっとライン）

法 律 相 談

外国人生活相談

女性のための相談

女性のための医療
専門相談

面接相談は要予約

母子・父子自立相談
要予約

要予約

要予約

税 務 相 談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0790-43-1217

子育て支援課
63-1645

北播磨総合医療センター
88-8800（内線3120）

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

5月13日（水）・27日（水）
13：30～16：00

5月7日（木）・21日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

5月15日（金）
13：30～15：30
5月1日（金）

10：00～15：30
月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00
火・木曜日

9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

5月15日（金）
13：00～15：00
月～金曜日
9：00～17：00
月～土曜日

10：00～17：00
5月13日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
13：00～17：00
月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

水曜日
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向け
②障がい者向け

（電話相談）　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
（虐待通報は夜間、
休日も対応します。）

（1日の9時から）

第2庁舎第2会議室 農地に関すること 農業委員会
63-2266要予約農 地 5月13日（水）

10：00～15：00

コミセンおの304号室 日常生活上での悩みごと知的障がい者

身体障がい者
社会福祉課障がい福祉係
63-1011

5月17日（日）
10：00～12：00
5月21日（木）
10：00～12：00

障がい者地域生活・
相談支援センター

特設人権

相談窓口
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subject

生活情報トピックス 生活環境グループ（☎63-1686）

家庭・暮らしナビ

　対象
○市内在住で、自ら居住する住宅に対象システム
　を設置される方。
○新たに市内に住まれる市外の方で、住宅に対象
　システムを設置される方。
　対象設備
○太陽電池モジュールの公称最大出力の合計値が
　10kW未満のもの。
○未使用品であること。
　補助枠
○先着順で150件程度

　本年度も、市では、居住する住宅に太陽光発電
システムを設置する費用の一部を補助していま
す。
　太陽光発電は、家庭で使用できる「再生可能エ
ネルギー」で、余った電気は電力会社との契約で
買い取ってもらうことができます。
　地球環境にやさしく、経済的なシステムです。
ぜひこの機会をご活用ください。
　補助金額
○市内業者が施工設置の場合
　１kW当たり5万円（上限20万円）
○市外業者が施工設置の場合
　１kW当たり3万5千円（上限10万円）

太陽光発電システムの設置を補助
設置する前に申請が必要です

今さら聞けない !?

介護保険料編

　介護保険料は、40歳から納めることになって
いて、40～64歳の方は加入されている医療保険
の保険料に含まれています。65歳以上になると、
介護保険法により原則として特別徴収（年金から
の天引き）で納めなければいけないとされていま
す。ただし全員が特別徴収されるわけではなく、
次のような方は納付書や口座引き落としで納める
普通徴収となります。

・年金が年額18万円未満の方
　また、次のような方は一時的に普通徴収となり、
いずれ特別徴収に切り替わります。
・年度途中で65歳になられた方
・他市区町村から転入された方

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ 介護保険料の納付書が届いたのですが、
年金から引かれるのではないのですか？

 ・所得更正などで保険料に増減があった方　など
　普通徴収の方には、市から納付書を送ります。
また、口座引き落としによる納付もできますの
で、ご利用ください。なお、6月には今年度の介
護保険料が決まります。同月中旬に通知書を送付
しますので、ご確認ください。
■ 問い合わせ先　
    高齢介護課介護保険係（☎63-1509）
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information

　

市
の
国
保
は
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
、

医
療
の
高
度
化
な
ど
で
増
加
し
続
け
る

医
療
費
に
対
す
る
財
源
の
確
保
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
安
定
し
た

財
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め
に
、
今
年

度
の
国
保
税
を
改
正
し
ま
す
。（
表
１
）

【
改
定
内
容
】

①
税
額
に
つ
い
て
（
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
・

表
２
）

○
夫
婦
（
65
歳
）
で
所
得
１
０
０
万
円

（
年
金
収
入
で
２
２
０
万
円
）
の
世

帯
で
は
、
６
，
８
０
０
円
の
増
額
。

○
夫
婦
（
40
代
）
と
子
ど
も
１
人
で
、

所
得
が
２
０
０
万
円
の
世
帯
で
は
、

１
９
，
１
０
０
円
の
増
額
。

に
つ
な
が
り
ま
す
。
適
正
な
受
診
や
健

康
管
理
に
努
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
利
用
す
る
な
ど
医
療
費
を
節
約
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
病
気
の
早
期
発
見
に
、
年
に

一
度
は
特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
５
月
か
ら
は
町
ぐ
る

み
健
診
も
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

３
月
に
全
戸
配
布
し
た
町
ぐ
る
み
健
診

申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
民
健
康

　

保
険
係
（
☎　

１
４
６
９
）

②「
資
産
割
」
に
つ
い
て

　

国
保
税
の
課
税
項
目
の
一
つ
で
あ
っ

　

た
「
資
産
割
」
を
、「
有
価
証
券
な

ど
に
は
課
税
さ
れ
ず
、
居
住
用
な
ど

の
資
産
に
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
」「
所

得
が
な
い
方
も
課
税
さ
れ
る
た
め
、

低
所
得
者
層
の
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
」
な
ど
か
ら
廃
止
。
所
得
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
３
項
目
に
変
更

し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
税
額
改
定
で
約
５
，
０
０

０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰

入
金
１
億
円
の
支
援
を
受
け
、
今
年

度
の
事
業
を
運
営
し
ま
す
。

【
低
所
得
者
へ
の
軽
減
制
度
の
拡
充
】

　

所
得
の
低
い
方
へ
の
税
負
担
を
減
ら

す
た
め
、
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
の
国
保

加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
均
等
割
と
平
等
割
を
軽
減

し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
５
割
と
２
割
の
軽
減
対

象
に
な
る
所
得
基
準
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、
軽
減
対
象
世
帯
が
拡
大
し
ま

す
。（
表
３
）

【
国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
】

　

医
療
費
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
の
抑
制

区　　分

7割軽減

5割軽減

2割軽減

所 得 基 準 額

33万円以下

【表3】軽減対象世帯の所得基準

【表2】モデルケースによる税額計算
増加率

4.7%

5.4%

本年度

152,400円

376,000円

昨年度

145,600円

356,900円

区　　　　　　　分

夫婦（65歳）の所得が100万円（年金収入220万円）

夫婦（40代）と子ども1人で所得が200万円

0

10

20

30

40

50（億円）

H22　  H23     H24     H25     H26
0

10

20

30

40

50（万円）

（見込み）
（年度）

医療費のうち保険者負担
後期高齢者支援金 １人当たり総医療費

医療費の給付状況

33万円＋26万円（24.5万円※）×　被保険者数

33万円＋47万円（45万円※）　×　被保険者数　

※昨年度

※昨年度

資産割

【表1】平成27年度の国民健康保険税の税率

課税限度額
平等割    

1世帯当たり

均等割所得割
年　度項　目

昨年度

本年度

増　減

昨年度

本年度

増　減

昨年度

本年度

増　減

7.1%

8.2%

1.1%

2.5%

2.5%

0.0%

2.3%

2.3%

0.0%

25,000円

26,000円

1,000円

8,000円

8,000円

0円

9,000円

9,000円

0円

23,000円

25,000円

2,000円

7,000円

8,000円

1,000円

6,000円

6,000円

0円

7.5%

廃止

―

1.5%

廃止

―

1.5%

廃止

ー

510,000円

520,000円

10,000円

160,000円

170,000円

10,000円

140,000円

160,000円

20,000円

本年度
固定資産税額

被保険者数  
1人当たり

前年中の
基準総所得金額

医療分

後期高齢者
支援金分

介護分
（40～64歳）

◯63

安
定
し
た
運
営
の
た
め
国
保
税
率
を
改
正

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

案内

ま
ち
・
産
業
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▶開催日　8月23日（日）
▶場　所　大池総合公園、うるおい交流館エクラほか
▶参加料　まつり運営協力金（１チーム3,000円＋11人
　　　　　目から高校生以上1人につき500円）
▶申し込み方法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　　　事務局へ申し込みください。
▶申し込み期限　6月30日（火）必着

【説明会】
▶日時　5月10日（日）10時30分～（受付は10時～）
▶場所　うるおい交流館エクラ　大会議室

▶日　時　5月24日、6月7・21日、7月5・19日、8月
　　　　　2・9日（全て日曜日）10時～
　　　　　※8月22日はリハーサル、23日が本番です。
▶講習料　1,000円（4か月分）
▶申し込み期限　6月21日（日）の講習会当日まで

※おの恋おどり出場チーム募集および講習会参加者募集
　の詳細は、うるおい交流館エクラに備え付けのチラシ
　をご覧ください。

　「のど自慢大会」（8月22日開催）の出場者を募集して
います。詳しくは広報おの4月号、うるおい交流館エク
ラ備え付けの募集要項などをご覧ください。
▶申し込み期限　5月31日（日）必着

【出場決定抽選会・説明会】
▶日時　6月20日（土）14時～（受付は13時30分～）
▶場所　うるおい交流館エクラ　大会議室

　スポンサーにはうちわ裏面の一部に広告スペースを
提供します。ご協力をお願いします。
▶申し込み期限　6月19日（金）
▶申し込み・問い合わせ先
　　　　　　　　観光交流推進課（☎63-1027）

おの恋おどり

おの恋おどり講習会の参加者募集

みんな恋恋！小野で愛たい踊り隊募集

　昨年、県内外から121チーム、過去最多の約3,200
人が参加した県内最大級のダンスイベント「おの恋おど
り」で、あなたも踊りませんか。

申し込みの締め切り迫る！

のど自慢大会

小野まつり「うちわ」

製作スポンサーを募集

【申し込み・問い合わせ先（共通）】
うるおい交流館エクラ
（NPO法人 北播磨市民活動支援センター）

◇おの恋おどりについて
　おの恋おどり事務局（☎64-8650・ 　62-2400）
◇のど自慢大会について
　小野まつり実行委員会事務局
　（☎63-8156・　 62-2400）

8月22日（土）・23日（日）開催

第38回「小野まつり」関連情報

information
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月
割
り
計
算
。
１
万
円
／
月
）
を
来

年
３
月
に
一
括
支
給
し
ま
す
。

※

認
知
症
の
症
状
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
介
護
用
品
を
支
給　

在
宅
の
寝
た
き

り
、
ま
た
は
認
知
症
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
介
護
者
に
対
し
、
紙
お

む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
、
市
が
６
，

２
５
０
円
／
月
ま
で
負
担
し
、
現
物

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
経
済
的
、

精
神
的
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
高
齢
者

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
介
護
手
当
・

用
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
を
支
給

　

認
知
症
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

る
方
に
年
額
12
万
円
（
申
請
月
か
ら

に
応
じ
た
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
と
生

活
保
護
受
給
世
帯
は
、
個
人
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
必
要
な
書
類　

申
請
書
と
民
生
委
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
の
意
見
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎　

１
０
６
０
）

▼
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
で
、
心
身
機
能
が
低

下
し
て
い
る
高
齢
者

▼
給
付
す
る
用
具　

次
の
３
品
目
▽
電

磁
調
理
器
（
家
庭
用
卓
上
タ
イ
プ
）

▽
火
災
警
報
機
（
煙
、
熱
感
知
式
）▽

自
動
消
火
器
（
初
期
消
火
で
消
火
液

を
噴
出
し
て
消
火
す
る
タ
イ
プ
）

▼
費
用　

前
年
の
所
得
税
課
税
年
税
額

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
小
野

市
地
域
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協

定
」
の
協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
の
趣
旨　

市
は
、「
新
聞
や
郵

便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、
早

期
に
異
変
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
ら
を
見
守
り
、
安
心
し
て
生
活

が
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
、
定
期
的

に
高
齢
者
宅
な
ど
へ
の
配
達
や
訪
問
、

営
業
活
動
な
ど
を
通
し
て
高
齢
者
ら

の
異
変
を
発
見
で
き
る
「
協
力
事
業

者
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
協
力
事
業
者
の
取
り
組
む
業
務

　

事
業
者
は
、
こ
の
活
動
の
趣
旨
を
従

高
齢
者
、
子
ど
も
ら「
地
域
の
見
守
り
活
動
」に
ご
協
力
を

福
　
祉

業
員
に
周
知
し
、
従
業
員
が
配
達
、

集
金
な
ど
日
常
業
務
で
市
民
ら
の
異

変
を
感
じ
た
場
合
は
、
市
へ
情
報
提

供
し
ま
す
。（
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

警
察
や
消
防
な
ど
に
直
接
通
報
）

▼
協
力
事
業
者
の
登
録
の
方
法

　

高
齢
介
護
課
備
え
付
け
の
登
録
申
請

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
市
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
市
は
そ
の
内
容
を
審
査
し
適

当
と
認
め
た
時
は
、
協
力
事
業
者
と

し
て
登
録
し
協
定
を
結
び
ま
す
。

▼
募
集
時
期　

随
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎　

１
０
６
０
）

住
所
の
方
を
含
む
）▽
在
宅
高
齢
者
、

介
護
者
と
も
小
野
市
民
で
あ
る

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎　

１
０
６
０
）

支
給
し
ま
す
。

▼
主
な
要
件　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る

▽
要
介
護
４
ま
た
は
５
で
あ
る
▽
在

宅
高
齢
者
、
介
護
者
と
も
市
民
税
非

課
税
で
あ
る
（
同
居
の
家
族
、
同
一

おの検定チ

ャレ
ンジ

いきいき社会創造課（☎63-2445）

図書館2階研修室（1）
小学校漢字 18級～スーパー級
中学校漢字   6級～スーパー級
小学校計算 18級～1級
中学校計算   9級～1級
中学校英語 11級～1級
スピード計算 初級・中級・上級
音読 初級・中級・上級

5月   3日㈰
17日㈰

13：30～16：30

5月   3日㈰
17日㈰

13：30～16：30

答え　①芝生　②花　③飯

ことわざに挑戦！

※各級の合格者(80点以上)には認定証を交付します。

「他人のものは自分のものよりよく見える」
という意味のことわざです。

①隣の（　　　）は青い
②隣の（　　　）は赤い
③他人の（　　　）は白い

※「おの漢字検定テキスト」中学校漢字より

募集

老
人
日
常
生
活
用
具
を
給
付

福
　
祉

案内

介
護
手
当
、
介
護
用
品
を
お
渡
し
し
ま
す

福
　
祉

案内

◯63

◯63◯63

場　  所
検定部門

142015.5

　

在
宅
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
・

筋
力
向
上
の
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
ら
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定

閉
じ
こ
も
り
の
予
防
に「
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」を

福
　
祉

　

今
住
ん
で
い
る
住
宅
を
高
齢
者
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
造
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
お
ら

れ
る
世
帯

▼
所
得
制
限

○
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の
み
の
場

合
は
、
前
年
分
の
給
与
収
入
額
が
８

０
０
万
円
以
下

○
生
計
中
心
者
が
給
与
以
外
の
収
入
が

あ
る
場
合
は
、
前
年
分
の
所
得
金
額

が
６
０
０
万
円
以
下

▼
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事
例　

手
す

り
の
取
り
付
け
、
段
差
解
消
、
引
き

戸
へ
の
取
り
替
え
、
和
便
器
か
ら
洋

便
器
へ
の
取
り
替
え
な
ど

※

①
浴
室
・
洗
面
所
②
便
所
③
玄
関
④

廊
下
・
階
段
⑤
居
室
⑥
台
所
の
中
か

ら
、
3
か
所
以
上
の
工
事
と
指
定
す

る
必
須
工
事
の
実
施
が
必
要
で
す
。

▼
助
成
対
象
工
事
費
の
限
度
額

　

１
０
０
万
円

▼
助
成
金　

助
成
対
象
工
事
費
の
3
分

の
1
（
最
大
で
33
万
3
千
円
）

▼
留
意
事
項　

1
世
帯
で
1
回
限
り
の

助
成
制
度
で
す
。

　
　

す
で
に
工
事
が
完
了
、
ま
た
は
着

工
し
て
い
る
場
合
は
、
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
工
事
の
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※

年
度
途
中
で
も
予
算
の
関
係
で
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎　

１
０
６
０
）

高
齢
者
の
た
め
の
住
宅
改
造
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

福
　
祉

（
住
宅
改
造
費
助
成
事
業
‥
一
般
型
）

を
受
け
て
い
る
方
、
介
護
認
定
を
申

請
中
の
方
は
除
く
）

▼
内
容　

日
常
動
作
訓
練
・
送
迎
サ
ー

ビ
ス
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
入
浴
サ
ー

ビ
ス
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

▼
利
用
回
数　

週
１
回

▼
利
用
料
金　

１
回
当
た
り
１
，
２
１

６
円
（
趣
味
活
動
な
ど
で
実
費
を
と

も
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
用
料
金
は
利
用
施
設
な
ど
に
直
接

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

▼
利
用
施
設　

①
青
山
荘
（
復
井
町
）

②
粟
生
逢
花
苑
（
粟
生
町
）③
ふ
た

ば
の
里
（
二
葉
町
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎　

１
０
６
０
）

す
る
も
の
）

③
印
か
ん
（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）

④
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
学
生
に
な
ら

れ
た
方
は
、
次
の
書
類
の
い
ず
れ
か

が
必
要
で
す
。（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

　

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
承
認
期
間　

来
年
3
月
ま
で

※

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年
度
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
た
方
も
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
引

き
続
き
、
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ

て
い
る
方
で
、
は
が
き
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方

は
不
要
で
す
。）

※

卒
業
さ
れ
た
方
（
30
歳
未
満
）
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係

（
☎　

1
0
1
6
）

　

国
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
は
、
学

生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生

の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

所
得
が
１
１
8
万
円
（
目
安
）
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

大
学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限

が
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
ら

※

夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

の
学
生
を
含
み
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
国
民
年
金
手
帳

②
学
生
証
（
両
面
コ
ピ
ー
で
も
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
各
種
学
校
に
通

う
学
生
は
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

学
生
の
皆
さ
ん
へ
　
学
生
納
付
特
例
制
度

年
　
金

◯63

◯63◯63

案内案内

案内

information
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information

花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会
で
「
季
節
の
寄
せ
植
え
づ
く
り
」

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

案内

色
鮮
や
か
な
さ
つ
き
や
盆
栽
を
展
示

イ
ベ
ン
ト

案内

Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

案内

◯63◯63

◯63

◯63

▼
場
所　

市
役
所
周
辺

▼
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費

５
０
０
円
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
学
習
会
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

後
日
、
詳
細
な
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
。

▼
申
し
込
み
期
限　

５
月
29
日
㈮
17
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
☎　

２
１
８
２
・　
　

２
６
１
４
）

▼
参
加
料　

各
日
１
，
０
０
０
円

▼
持
ち
物　

作
品
を
入
れ
る
袋

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
講
習
会
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
☎　

２
１
８
２
・　
　

２
６
１
４
）

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

一
環
で
、
身
近
に
利
用
で
き
る
ハ
ー
ブ

を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養

成
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
ハ
ー
ブ
ｄ
ｅ
い
き
い
き

健
康
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開

き
ま
す
。

【
第
１
回
】

▼
日
時　

６
月
６
日
㈯
10
時
〜
12
時

▼
内
容　

旬
の
香
り
で
「
プ
チ
ブ
ー
ケ

作
り
」…

免
疫
力
を
高
め
る
ハ
ー
ブ

や
旬
の
香
り
を
楽
し
め
る
花
を
使
っ

て
ブ
ー
ケ
を
作
り
ま
す
。

▼
講
師　

ジ
ャ
ル
デ
ィ
ニ
ェ
佳
代
子
さ

ん
（
小
野
市
学
術
政
策
員
）

　

白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
で
、「
小
野
さ

つ
き
盆
栽
展
」
を
開
催
。
色
鮮
や
か
な

花
を
つ
け
た
さ
つ
き
や
盆
栽
を
展
示
し

ま
す
。

▼
日
時　

５
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰
10
時

〜
17
時

▼
場
所　

白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
・
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

小
野
さ
つ
き
盆
栽
会

▼
問
い
合
わ
せ
先　

小
野
市
観
光
協
会

（
☎　

１
９
２
９
）

　

広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

【
６
月
の
講
習
会
】

▼
日
時　

①
６
月
９
日
㈫
②
25
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
内
容　

季
節
の
寄
せ
植
え
づ
く
り

▼
定
員　

各
日
20
人
（
先
着
順
）

◯63

春の全国交通安全運動

■運動の重点
○自転車の交通安全
○飲酒運転の根絶　　○夕暮れ時の交通安全
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着
　用の徹底

■昨年の市内の事故状況
　市内で、昨年、交通人身事故が252件、物損事故が1,556
件発生しました。また、死亡事故が3件あり、3人の方が亡く
なられています。

■事故防止のポイント
○夕暮れ時に外出する時は、夜光反射材の着用や、目立つ色
　の服装を心がける。
○自転車の運転は、自転車安全利用五則※を守る。
○車を運転する時は、時間と心にゆとりを持ち、安全運転を
　心がける。
　　　　　　―――自転車安全利用五則―――
自転車は、車道が原則、歩道は例外／車道は左側を通行／歩
道は歩行者優先で、車道寄りを徐行／安全ルールを守る／子
どもはヘルメット着用

5月11日（月）～20日（水）
～ストップ・ザ・交通事故～

ま
ち
・
産
業
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戸
建
住
宅
建
て
替
え
を
補
助

耐
震
建
て
替
え

案内

簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か

耐
震
診
断

案内

防
災
ベ
ッ
ド
な
ど
の
設
置
を
補
助

耐
震
事
業

案内

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助

耐
震
改
修

案内

information
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住
宅
の
安
全
性
を
診
断
す
る
簡
易
耐

震
診
断
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
診
断
を
受
け
る
と
、
耐
震
性
の

評
価
、
改
修
の
ポ
イ
ン
ト
、
建
築
士
に

よ
る
耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

ま
と
め
た
「
耐
震
診
断
報
告
書
」
が
発

行
さ
れ
、
今
後
の
耐
震
化
に
役
立
ち
ま

す
。

▼
個
人
負
担　

木
造
戸
建
て
住
宅
１
棟

　

３
，
０
９
０
円

※

建
物
の
用
途
や
構
造
で
費
用
が
異
な

り
ま
す
。

　

県
が
実
施
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
住
ま
い

の
耐
震
化
促
進
事
業
」
の
耐
震
改
修
工

事
費
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
市
も

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

県
の
補
助
と
合
わ
せ
る
と
、
最
大
１

３
０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
補
助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
費
の
４

分
の
１
（
上
限
30
万
円
）

▼
対
象
住
宅　

戸
建
住
宅

※

住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
は
対
象
外

▼
対
象　

戸
建
住
宅
の
個
人
所
有
者
で

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

①「
ひ
ょ
う

ご
住
ま
い
の
耐
震
化
促
進
事
業
」
交

付
決
定
通
知
書
の
写
し
②
個
人
所
有

を
証
す
る
書
類
（
建
築
確
認
申
請
書

な
ど
）③
市
税
納
税
証
明
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

づ
く
り
課
建
築
係
（
☎　

１
９
３
７
）

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い

と
判
定
さ
れ
た
戸
建
住
宅
を
同
じ
敷
地

内
で
建
て
替
え
す
る
場
合
に
、
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金　

定
額
１
０
０
万
円

▼
対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
も
の
で
、
耐
震
性
が

低
い
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

※

住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
は
対
象
外

▼
対
象　

住
宅
所
有
者
な
ど

▼
条
件　

合
計
所
得
が
１
，
２
０
０
万

円
以
下
の
方
▽
市
税
の
滞
納
が
な
い

方
▽
新
築
住
宅
の
兵
庫
県
住
宅
再
建

共
済
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方
な
ど

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
建
築
年
月

日
と
所
有
者
が
わ
か
る
書
類
②
耐
震

診
断
報
告
書
③
所
得
証
明
書
④
市
税

納
税
証
明
書
⑤
住
民
票
⑥
建
て
替
え

前
が
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
⑦
新
築
す
る
建
築
確
認
済
証

⑧
工
事
費
の
見
積
書
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

づ
く
り
課
建
築
係
（
☎　

１
９
３
７
）

▼
対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
住
宅
な
ど

※

住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
、
丸

太
組
工
法
住
宅
は
対
象
外

▼
対
象　

原
則
と
し
て
住
宅
所
有
者

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
印
か
ん
②

建
築
年
月
日
が
わ
か
る
書
類
（
建
築

確
認
申
請
書
な
ど
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

づ
く
り
課
建
築
係
（
☎　

１
９
３
７
）

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
低
い

と
判
定
さ
れ
た
戸
建
住
宅
に
、
防
災

ベ
ッ
ド
な
ど
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金　

一
台
当
た
り
10
万
円

▼
対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
も
の
で
、
耐
震
性
が

低
い
戸
建
住
宅
ま
た
は
戸
建
賃
貸
住

宅
で
あ
る
こ
と
。

※
住
宅
部
分
が
２
分
の
１
以
下
の
併
用

住
宅
は
対
象
外

▼
対
象　

住
宅
居
住
者

▼
条
件　

合
計
所
得
が
１
，
２
０
０
万

円
以
下
の
方
▽
市
税
の
滞
納
が
な
い

方
▽
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
ま

た
は
兵
庫
県
家
財
再
建
共
済
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
建
築
年
月

日
と
所
有
者
が
わ
か
る
書
類
②
耐
震

診
断
報
告
書
③
所
得
証
明
書
④
市
税

納
税
証
明
書
⑤
住
民
票
⑥
防
災
ベ
ッ

ド
な
ど
が
わ
か
る
書
類
⑦
戸
建
住
宅

が
わ
か
る
書
類
⑧
工
事
費
の
見
積
書

な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

づ
く
り
課
建
築
係
（
☎　

１
９
３
７
）



暮
ら
し
の
情
報
▼

税・年
金・保
険

福
　
祉

ま
ち
・
産
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ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

そ
の
他

19 2015.5

information

焼
山
配
水
池
の
改
修
工
事
が
完
了

上
水
道

案内

エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ

募集

小
学
生
テ
ニ
ス
教
室
／
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ

募集

◯63

【
小
学
生
テ
ニ
ス
教
室
】

▼
日
時
　

①
６
月
６
日
〜
８
月
１
日
（
毎
週
土
曜

日
）
８
時
〜
10
時
（
７
月
４
日
を
除

く
全
８
回
）

②
10
月
10
日
〜
11
月
28
日
（
毎
週
土
曜

日
）
８
時
〜
10
時
（
全
８
回
）

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生　

▼
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

３
，
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
含
む
）

※

初
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
】

▼
日
時　

６
月
６
日
〜
８
月
８
日
（
毎

週
土
曜
日
）
19
時
〜
21
時
（
全
10
回
）

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
一
般
男

女
で
初
心
者
か
ら
初
級
者

▼
定
員　

25
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

５
，
０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
含
む
）

※

初
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

▼
場
所　

大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
申
し
込
み
期
間　

５
月
10
日
㈰
〜
24

日
㈰

▼
申
し
込
み
方
法　

市
総
合
体
育
館

（
ア
ル
ゴ
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
テ
ニ
ス
協
会
役

員
奥
田
（
☎
０
９
０

－

７
４
９
１

－

０
９
７
２
）
17
時
以
降

　

老
朽
化
し
た
焼
山
配
水
池（
山
田
町
）

の
改
修
・
耐
震
化
対
策
が
１
月
末
に
完

了
。
一
号
配
水
池
は
、
市
で
初
め
て
と

な
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
地
震
に
強
い

配
水
池
に
。
地
震
発
生
時
に
も
給
水
タ

ン
ク
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
緊

急
遮
断
弁
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
部
工
務
グ

ル
ー
プ
（
☎　

１
０
０
４
）

小野ハミングウェイウオーキング

5月16日（土）
 9：30～（受付 9：00）※小雨決行

●コース
　○小野ハミングウェイコース（約12km）
　　市場小学校 → 山田川沿いハミングウェイ → 鶴池・
　　亀池 → 山田の里公園

　○来住ぷらっとコース（約8km）
　　市場小学校 → ぷらっときすみの → 山田の里公園
●駐車場：市場小学校西駐車場　※駐車台数に限りがあります。
●参加料：無料　※申し込み不要
●問い合わせ先：体育保健課（☎63-2591）
　　　　　　　　コミセンいちば（☎62-2454）

　ゴール地点・山田の里公園で、「いちばFURUSATO美
食」の皆さんが、小野産ふくほの香ラーメンを1杯100
円で販売します。

市場小学校運動場
（神戸電鉄市場駅から徒歩10分）

▼
日
時　

６
月
７
日
㈰
〜
10
月
11
日
㈰

（
計
10
回
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

▼
対
象　

①
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
小
学
生
）②
35
歳
以
上
の
一

般
男
女

▼
受
講
料　

小
学
生
と
保
護
者
３
，
５

０
０
円
、
一
般
３
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法　

５
月
31
日
㈰
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
練

習
初
日
で
も
申
し
込
み
可
）

▼
そ
の
他
　

○
初
日
か
ら
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
ス
パ
イ
ク
は
使
用

可
。
小
学
生
は
４
号
、
一
般
は
５
号

ボ
ー
ル
を
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
雨
天
の
場
合
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

で
申
込
受
付
と
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
駐
車
場
は
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
第

２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会　

井
上

　
（
☎
０
９
０

－

８
９
８
６

－

７
７
２
４
）

集合

日時
参加記念タオル
プレゼント！
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information
　

災
害
か
ら
自
分
自
身
や
家
族
の
「
い

の
ち
」
を
守
る
た
め
に
、
防
火
・
防
災

の
情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

　　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
で
発

生
し
た
火
災
を
、
い
ち
早
く
家
族
や
周

り
の
人
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
見
張
り
番

で
す
。「
煙
式
」と「
熱
式
」が
あ
り
ま
す
。

【
甲
種
防
火
管
理
講
習
】

▼
日
時　

６
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
９
時

〜
17
時
（
２
日
間
）

▼
場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

▼
申
し
込
み
期
限　

５
月
22
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎　

４
６
３
４
）

　

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
、
相
続
な
ど

で
農
地
を
取
得
し
た
場
合
の
届
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
地
を
相
続
さ
れ
た
方
は
、

届
出
様
式
（
農
業
委
員
会
備
え
付
け
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
と
取
得
し
た
こ
と
が
分
か

る
書
類
（
登
記
完
了
証
の
写
し
な
ど
）

を
添
え
て
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届

出
を
し
た
り
し
た
場
合
は
、
罰
則
規
定

が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　

農
業
委
員
会
（
☎　

２
２
６
６
）

農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
が
必
要
で
す

農
　
業

防
災
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

災
害
か
ら

「
い
の
ち
」
を
守
る
①

消防

【
ど
こ
に
つ
け
れ
ば
い
い
の
？
】

　

法
律
で
、
寝
室
と
階
段
室
（
２
階
な

ど
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
へ
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
な
ぜ
、
寝
室
と
階
段
室
？
】

　

就
寝
時
間
帯
は
、
昼
間
と
比
べ
て
逃

げ
遅
れ
る
危
険
性
が
高
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
階
段
室
が
火
災
に
よ
る
煙
の
集

ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、

避
難
経
路
に
な
る
か
ら
で
す
。

【
ど
れ
く
ら
い
使
え
る
の
？
】

　

設
置
後
「
10
年
」
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。
古
く
な
る
と
電
池
切
れ
で

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
維
持
管
理
は
ど
う
す
る
の
？
】

　

定
期
的
に
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は

ひ
も
を
引
い
て
正
常
に
作
動
す
る
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

防
火
管
理
講
習
を
実
施

（3月末時点）
平成27年火災統計

火災種別
建物火災
林野火災
車両火災
その他火災※

計
前年同時期

件数
3
0
0
1
4
6

今
月
は
住
宅
用

火
災
警
報
器
編
で
す

「煙」を感知して火災と判断し
ます。熱式よりも早く火災を感
知。ただ、火災以外の煙も感知
し、誤作動することがあります。
【設置場所：寝室・階段室】

「熱」を感知して火災と判断し
ます。煙が発生しやすい場所に
適しています。
【設置場所：台所など】

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
、
対
象
者
に
は
５
月

11
日
付
で
、
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
納
付
期
限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。

（
口
座
振
替
も
同
日
）
な
お
、
軽
自
動

車
税
は
、
普
通
自
動
車
の
よ
う
に
税
金

の
月
割
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
車
検
に
必
要
な
納
税
証
明
》

　

納
付
書
納
付
の
方
は
、
領
収
書
に
添

付
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
の
方
は
、

後
日
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係
（
☎　

１
０
０
０

　

内
線
５
８
３
・
５
８
４
）

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税

税
　
金

●煙式

●熱式

階段
（煙式）

寝室
（煙式）

寝室
（煙式）

台所
（熱式）

案内案内案内

◯63

◯63

◯63

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災



暮
ら
し
の
情
報
▼

税・年
金・保
険

福
　
祉

ま
ち
・
産
業

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

そ
の
他

21 2015.5

information

▼
日
時　

５
月
23
日
㈯
13
時
〜
16
時

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

（
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
・
大
会
議
室
）

▼
内
容　

病
院
・
施
設
の
紹
介
・
相
談

▽
復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
看
護
技
術

体
験
）▽
看
護
師
国
家
試
験
対
策
講

座　

※

無
料
・
予
約
不
要

▼
参
加
予
定
施
設　

北
播
磨
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
、
栄
宏
会
小
野
病
院
、
土

井
病
院
、
兵
庫
青
野
原
病
院
ほ
か

▼
主
催　

兵
庫
県
看
護
協
会
北
播
支
部
、

兵
庫
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
加
西
病
院

　
（
看
護
部
・
藤
原
）

　

☎
０
７
９
０

－

４
２

－

２
２
０
０

▼
電
話
相
談　

☎
０
７
８

－
３
５
１

－

３
４
０
０
【
毎
週
月
・
金
曜
日
の
10

時
〜
16
時
（
祝
日
、
12
月
28
日
〜
１

月
４
日
を
除
く
）】　　

▼
メ
ー
ル
相
談　
「
思
い
が
け
な
い
妊

娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
サ
イ
ト
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

http://ninshinsos-sodan.com

　
（
随
時
受
け
付
け
。
返
信
は
原
則
１

週
間
以
内
に
送
信
。
祝
日
・
年
末
年

始
は
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※

相
談
は
無
料
で
す
。

※

匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

北
播
地
域
の
「
看
護
職
」

合
同
就
職
説
明
会

５月９日は看護フェア５月９日は看護フェア

▶日時　5月9日（土）
　　　　13時～15時

▶場所　イオン小野店
　　　　1階セントラルコート

▶内容　
　○こどもコーナー
　　白衣で写真を撮ろう、魚釣りコー 
　　ナー
　○生活習慣病予防コーナー
　　健康チェック（血管推定年齢測
　　定、血圧測定、体脂肪測定）、健
　　康相談、糖尿病フードモデル展
　　示
　○防災・減災コーナー
　　防災グッズの展示、備蓄食品の
　　展示・試食

▶主催　兵庫県看護協会北播支部

▶問い合わせ先
　北播磨総合医療センター
　看護管理室（☎88-8800［代表］）

思
い
が
け
な
い
妊
娠
は

ご
相
談
を

　3月6日、第21回小
野市社会福祉協議会
会長杯グラウンドゴ
ルフ大会を、こだま
の森で開催しました。
　市社会福祉協議会
岸本会長らの始球式
のあと、市老連未加

入の老人クラブ7チームを含む、49チームが熱戦を
繰り広げました。

市老連だより

グラウンドゴルフで
未加入クラブと交流

【団　体】
優　勝　高山町Aチーム
準優勝　神明町チーム　
３　位　中島町チーム

【個　人】
１位　宮崎福男さん（王子町）
２位　小林政男さん（高田町）
３位　森前泰治さん（高山町）

市老連事務所（☎63-2099）
※月・水・金の9：00～ 16：00

優勝の高山町Ａチーム

結 果

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

特
別
支
援
学
校

案内

　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
た
「
宝

く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
」
の
認
定
を

受
け
て
、
小
野
特
別
支
援
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
新
し
く
な
り
、
４
月
か

ら
運
行
し
て
い
ま
す
。
車
い
す
昇
降
リ

フ
ト
や
電
動
補
助
ス
テ
ッ
プ
な
ど
の
最

新
設
備
を
備
え
、
子
ど
も
達
の
安
全
で

安
心
な
登
下
校
や
、
便
利
で
快
適
な
学

習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

　
（
☎　

１
０
１
５
）

◯63
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information
　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
健
診
結
果

に
合
わ
せ
て
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
・
内
容

【
集
団
健
診
】
表
１
・
２
参
照

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

血
液
検
査
に
よ
る
「
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検

査
」
と
「
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
」
で
、

胃
の
健
康
度
を
測
定
。
胃
が
ん
な
ど
に

か
か
る
リ
ス
ク
を
判
定
し
ま
す
。

【
個
別
健
診
】
国
保
特
定
健
診
（
１
，

４
０
０
円
）・
肺
が
ん
検
診（
６
０
０
円
）

な
方
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
〜
来
年
１
月
の
原
則
第

１
・
３
木
曜
日
（
全
12
回
）

▼
場
所　

兵
庫
県
社
総
合
庁
舎
（
加
東

市
社
１
０
７
５
番
地
２
）

▼
対
象　

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
方
（
男
性
も
大
歓
迎
）

▼
定
員　

30
人

▼
内
容　

栄
養
の
基
礎
知
識
、
調
理
実

習
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど

▼
申
し
込
み
方
法　

６
月
22
日
㈪
ま
で

に
健
康
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

課
（
☎
 
３
９
７
７
）

は
、
指
定
医
療
機
関
で
６
月
１
日
か
ら

12
月
25
日
ま
で
の
間
で
実
施

▼
申
し
込
み
方
法
（
集
団
・
個
別
）　

広
報
お
の
３
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

た
申
込
書
を
健
康
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

市
国
民
健
康
保
険
加
入
（
今
年
４
月

１
日
時
点
）
の
40
〜
74
歳
の
方
全
員

に
「
健
康
受
診
票
」
を
郵
送
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
課
（
☎　

３
９
７
７
）

　

食
に
興
味
が
あ
る
方
、
料
理
が
好
き

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

食
と
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
受
講
生
募
集

【表1】健診日程（集団）

 

5月28日（木）

29日（金）

6月　2日（火）

6日（土）

7日（日）

16日（火）

17日（水）

7月　1日（水）

４日（土）

7日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

13日（月）

河合

来住

小野

大部

下東条

市場

全地区

コミセンかわい

コミセンきすみの

福祉総合支援センター

コミセン下東条

コミセンいちば

福祉総合支援センター

【表2】健診内容
（詳細は、3月に配布した「健診のご案内・申込書」またはホームページを参照してください）

※1：市国民健康保険以外の健康保険（社保など）に加入されている方は、加入されている健康保険などに確認の
　　　上、受診してください。     
※2：節目年齢の方は無料（詳細は「健診のご案内」参照）
※3：過去に肝炎ウイルス検診を受けたことのない方     
※4：過去にアスベスト関連工場で働いていたなどの理由で、アスベストにばく露した可能性のある方

400円
（75歳以上無料）肺がん検診

胃がん検診

胸部レントゲン撮影

バリウムによるX線撮影

尿検査、身体計測、血圧測定、
血液検査
※心電図、眼底検査は医師が必要と
　判断された方 

年齢基準日：平成28年3月31日

基
本
健
康
診
査　

場　　　所 対象地区実 施 日

◯63

◯63

健 診 名 対 　 象 個人負担金 検 査 内 容

特定健康診査

住民基本健康診査 20～39歳、
75歳以上の方

1,400円
（75歳以上無料）

  1,400円※140～74歳の方※1

40歳以上の方

が
ん
検
診
ほ
か

1,300円
（75歳以上無料）

血液検査

血液検査 

超音波踵骨測定

血液検査 

胸部レントゲン撮影 

検便（2日間）による便潜血反応
検査 

     500円※2
（75歳以上無料）大腸がん検診

前立腺がん検診
胃がんリスク検診

骨粗しょう症検診

肝炎ウイルス検診

アスベスト健診※4

50歳以上の男性

20歳以上の方

40歳以上の女性

40～70歳の方※3

40歳以上の方

1,500円

2,000円

1,700円

     1,000円※2

無料

（ABC検診）

健康課からのお知らせ
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浄谷町2859（☎・　　63-8588）

“ほっと一息”
パパとママのためのリフレッシュ講座
～楽しい子育てにするために～

パパサタサロン講座
パパも子育てを楽しもう

～赤ちゃんの遊びとかかわり～

　親子でふれあい遊びやわらべう
たあそびを体験して、遊びのレ
パートリーを広げませんか。

6月6日（土）10：30～11：30
児童館チャイコム　遊戯室
0～1歳児の子と保護者
80人
※5月12日（火）から先着順で
　受け付けます。
1家族300円
（市外の方は450円）
講師：寺見陽子さん
（神戸松蔭女子学院大学人間科
学部教授）

　心身をリラックスさせたり、ス
トレスを解消したりするために、
自分の心とからだを見つめなおし
てみませんか。

5月7日（木）10：30～11：30
児童館チャイコム　集会室
子育て中の保護者
30人（先着順）
※託児は20人（市内の方優先
　・1歳以上・要予約・無料）
1家族200円
（市外の方は300円）
講師：いなまつゆかさん
（心理スペース“ぽれぽれ”主宰）

◆申し込み方法（共通）◆
児童館備え付けの申込用紙で申し
込みください。（ファクスも可）

　パステルをパウダー状
にして、指に付けクルク
ルおえかきに挑戦。
 パステルの感触を楽し
みながらかわいいパンダ
を描きました。

（3月16日）

親子でパステルアートに挑戦

みんな来てね！

児童館チャイコム予定表（5月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロン等

日 曜日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作等

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

絵本を楽しもう

０歳児・ほのぼのひろば（10：30～）

おしゃべりタイム（10：30～）

エコ工作を楽しもう

エプロンシアターを見よう（10：30～）

元気に楽しく親子ヨガ（10：30～） 
※申込者対象　　

　
エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

５月生まれのお友だち集まれ！
（10：00～ 10：30）

エコ工作を楽しもう

親子で自由あそび

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

みんなで体操１・２・３

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなで体操１・２・３

みんなでお祝いハッピーバースデー

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

“ほっと一息”パパとママのためのリフレッシュ講座　
～楽しい子育てにするために～（10：30～ 11：30）※申込者対象

-

-

-

-

1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

22

23
24
25
26
27
28

29

30
31

金
土
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木

金

土
日

（都合により変更する場合があります）

施設だより

222015.5日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 対象 内容

西本町477（☎63-3390・　　63-3462）

粟生町1816-7（☎・　　66-7789）

短期講座生募集
～フクロウの置物づくり～

　「福を呼ぶ」と言われ、縁起のい
いフクロウの置物（高さ約10㎝）を
作陶しませんか。当館で用意した
土台に、足や鼻、模様などの装飾
をして仕上げます。
　初心者の方でも簡単に作陶でき
ます。

企画展「端午の節句飾り」・
「加東四国八十八ヶ所巡礼の旅」

　端午の節句に飾られた明治から
昭和、平成の五月人形を中心に、
鯉のぼりや掛軸など約50点を1階
ホールで展示。
　2階展示室では、大正時代制定
の加東四国八十八ヶ所霊場を写真
で紹介するほか、朱印や納経帳な
どの資料も展示しています。

5月17日（日）まで
9：30～17：00　※月曜休館
（5月4日（月）～6日（水）は開館
し、7日（木）が休館）
好古館1階ホール・2階展示室
大人（高校生以上）200円
小・中学生100円
※5月17日は国際博物館の日のため 
　入館無料
※ココロンカード持参の場合、無料

6月19日（金）13：30～15：30
15人
※応募者多数の場合は抽選。
　また、応募者が3人以下の場
　合は開講しません。
600円（市外の方900円）
あお陶遊館アルテ
5月25日（月）
※当館窓口で申し込むか、住
　所・氏名・電話番号・短期
　講座フクロウの置物づくり
　希望と記入のうえ、ファク
　スで申し込みください。
　ファクス送信後は、必ず受
　信確認の電話をしてくださ
　い。

図書館
中島町64（☎62-0456・　　62-0606）

「英語でお話会」の読み聞かせ
ボランティア養成講座を開催

　英語絵本の読み聞かせのコツや
技術を学んでみませんか。

5月22日（金）10：30～12：00
図書館2階研修室①
英語ボランティアとして活動
できる一般の方
20人（先着順）
※申し込みは5月7日（木）　
　10：00から電話、ファクス、
　カウンターで受け付けます。
無料
講師：伊藤美幸さん
（英語塾経営・小学校英語指導
者育成トレーナー）

上本町94・小野商店街内（☎・ 　 63-2126）

「パステル和（NAGOMI）
　　　　アートの世界」開催

　市内在住の廣野ユリエさんによ
るパステル画の展示会を開催。期
間中はパステルを使った作品作り
を体験できます。
　パステルは、乾燥した顔料を粉
末状にし、粘着剤で固めた画材
で、クレヨンや絵の具とは違った
表現ができます。

【展示】
5月1日（金）～31日（日）
13：00～17：00 ※水曜定休

【パステル体験】
5月の毎週日曜日
①13：00～②16：00～
※要予約。申し込みはおの夢
　館へ。
500円（材料費など） ◆お話会（5月）◆

  2日（土）　10：30～
  3日（日）　15：00～
  9日（土）　14：00～・14：40～
16日（土）　10：30～
17日（日）　15：00～
23日（土）　14：00～・14：40～
30日（土）　10：30～

◆赤ちゃんタイム（5月）◆

  2・16日（土） 

14・28日（木）   

Ｅ

Ｅ

5月の休館日は26日（火）です

　小さなお子さん連れでも、気兼ねなく
本が選べる時間帯です。
　乳児用カート、授乳室などもあります。

（播州カフェ）

Ｅ※　 は「英語でお話会」

10：00～ 12：00
10：00～ 12：00
16：00～ 17：00



指定管理者　NPO法人 北播磨市民活動支援センター
中島町72番地（☎62-5080・　62-2400）

●〇男女共同参画センター〇●

7月 5日（日）10：00

好評
発売中

10th Anniversary

6月 21日（日）14：30開演

◆募集開始　5月10日（日）
　　　　　　窓口受付9：00～／電話受付11：00～
◆募集人数　70人（組）※先着順
◆参 加 料　  1人（組）1,000円

　市民ピアニストがスタインウェイをリレー形式で
弾きつなぎます。

ピアノマラソンⅪ
出場者募集

◆場 所　エクラホール
◆料 金　3,500円
           （友の会3,200円）
          　※全席指定

　圧巻の表現力をもつバイオリニスト古澤巌と華や
かな12人の響演。

　コンサート、マジックショー、鉄道模型展、ママパ
パフェスタなど、大人も子どもも楽しめる2日間で
す。

絵本を通じて楽しむ男女共同参画
～未来が広がる絵本の見つけ方～

　子どもの人権を守り、将来の可能性を引き出す
ために必要なジェンダー（社会的文化的な男女の違
い）の視点について学びます。

　子どもたち一人ひとりが自分らしく生きるため
に、大人ができることを絵本を通じて考えます。

◆講 師　草谷桂子さん（児童文学者）
◆場 所　大会議室
◆料 金　無料
◆定 員　30人（先着順）

❷「発達障がいについて学ぶ
　～ちょっと気になる子の理解と支援～」
　◆講 師　稲葉綾乃さん（ひょうご発達障害者支援センター）
　◆場 所　大会議室

◆協 力　市消防本部
◆場 所　福祉総合支援センター（市役所）

（要予約・定員10人・1歳～小学校3年生）

※申し込み・問い合わせは☎63-8156 まで

託児サポーター養成講座 2015

❶ 5月 25日（月）　❷ 6月 1日（月）
❸ 6月　8日（月）　　10：00～ 12：00 ●〇男女共同参画センター〇●

次世代の子どもへ、大人ができること
～ジェンダーの視点から～

6月 7日（日）・14日（日）
10：00～ 12：00

※申し込み・問い合わせは☎62-6765まで

※申し込み・問い合わせは☎62-6765まで

5月の休館日 26日（火）

ありがとう10周年
これからもあなたとともに

エクラ開館10周年記念イベント

※❶は男女共同参画センターと共催（右側参照）

❸「学ぼう！ 心肺蘇生法とAED」

古澤巌 バイオリンコンサート
特別ゲスト12人のバイオリニスト

託児無料

25 2015.5

5月 2日（土）10：30～ 16：00
3日（日）　9：30～ 16：00

5月 25日（月）　10：00～ 12：00

無料

日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 対象 内容

好評発売中！
小野シネマゴールドカード

王子町806-1（☎63-1020・　  63-1138）

　このカード1枚で小野名画劇場
上映作品すべてを鑑賞できます。

1枚2,000円（小野名画劇場の
当日券は700円）
※市民会館、各コミセン、エク
　ラ、好古館、図書館で販売

【特典】①家族、友人などで貸
し借りができます。②小野シ
ネマナビ※の当日券800円が
500円で購入できます。
※8月、来年1～3月実施

小野名画劇場幕開け
「スティング」無料上映

5月16日（土）
①10：00～②13：00～
【上映作品】
「スティング」
（1973年　アメリカ）
監督：ジョージ・ロイ・ヒル
出演：ロバート・レッドフォ
ード、ポール・ニューマン、
ロバート・ショウほか
【あらすじ】
　1936年、シカゴの下町で、
詐欺師の3人組が通り掛かりの
男をひっかけて金をだまし取
る。しかし彼らが手にしたそ

黍田町1000-1（☎70-0261・　　70-0262）

母の日ギフト好評発売中！

　ふだん伝えられない感謝の気持
ちを込めて、母の日に温泉ギフト
はいかがですか？
　入浴券セットをはじめ、人気の
リラクゼーションセット、エステ
セット、お食事セットなどを用意
しています。

「パソコンでアルバム作り」
受講生募集

下来住町71-3（☎・　　63-7082）

　眠っている写真データをパソコ
ンを使って思い出のアルバムにし
ませんか。
　１回目はテレビやパソコンで見
られるように、写真をDVDに保存
する方法を学びます。
　２回目は写真をレイアウトして
プリントアウトする方法を学びま
す。
①5月12日（火）
②　  26日（火）
いずれも10：00～12：00
コミセンきすみの　会議室

の金は、いつもとは桁違いの
思わぬ金額だった。悪い予感
は的中。その金は、ニュー
ヨークの大物ロネガンの手下
が、賭博の上がりをシカゴへ
届けるための金だった…

市民ギャラリー展示案内

王子町806-1（☎63-1020・　　63-1138）

▶「きすみの写真クラブ展」
 　（コミセンきすみの写真クラブ）
【写真・約20点】

　 5月9日（土）まで

▶「イルミネーション　アーカイブ」
（小野地区地域づくり協議会）
【写真・約30点】

　  5月12日（火）～21日（木）

▶「自然写真展」
   （小野自然写真の会）
   【写真・約15点】
　  5月25日（月）～6月6日（土）

成人の方で、2回とも出席でき
る方
10人
※応募者多数の場合は抽選
資料代500円（2回分）
5月7日（木）
※各コミセンに備え付けの申
　込用紙に記入の上、コミセ
　ンきすみのへ申し込みくだ
　さい。
講師：古井順子さん
（元中学校教諭・ITCE教育情
報化コーディネー
ター2級） ♨

ゴールデンウィーク期間中は
営業時間を延長します

　5月2日（土）～5日（祝・火）は、営
業時間を通常より1時間延長し、
23：00までとします。（最終受付
は22：30）
※5月6日（水）までは繁忙期のた
め、平日限定で岩盤浴の利用料
が半額になる「うふふキャン
ペーン」は行っていません。

10：00～22：00
　（最終受付21：30）

営業時間
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施設だより
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テ
ー
マ
は
「
自
分
ら
し
さ
」

こ
の
時
期
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
図
書
館
職
員
が
選
び
ま
し
た
。

　

よ
く
働
い
て
飯
を
く
わ
な
い
女
房
が

欲
し
い
と
願
っ
た
男
の
も
と
へ
理
想
の

嫁
が
来
ま
し
た
。
日
本
の
昔
話
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
画
で
楽
し
め
ま
す
。

　

天
気
俚
諺
を
題
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に
し
た
エ
ッ
セ
ー
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が
輝
く
の
は
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降
る
雪
、
吹
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風
、

打
つ
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を
通
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過
ぎ
て
き
た
か
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。

　

空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
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こ
と
は
時
間

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
。
可
視
化
さ
れ

た
時
間
へ
の
探
求
が
凝
縮
。
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ニ
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や
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ソ
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加
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酸
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甘
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の
バ
ラ
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れ
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仕
上
が
り
に
。
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方

❶
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準
備
を
す
る
。（
玉
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ギ
は
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切
り
／
ニ
ン
ジ
ン
は
短
冊

　
切
り
／
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
ス
ラ
イ
ス
）

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
牛
肉
を
炒
め
て
塩・こ
し
ょ
う
を
ふ
る
。

❸
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
て
さ
ら
に
炒
め
、
水
を
加
え
て
ア
ク

　
を
と
り
な
が
ら
煮
る
。

❹
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
調
味
料
Ａ
を
入
れ
て
煮
込
む
。

❺
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
ワ
イ
ン
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
。

玉ネギはしっかり炒め
ると、甘みが増して味
に違いがでます。

　
「
人
生
は
ど
ん
な
状
況
で
も
意
味
が
あ

る
」
と
説
く
著
者
は
強
制
収
容
所
か
ら

生
還
し
た
精
神
科
医
。
人
生
論
と
し
て

運
命
へ
の
向
き
合
い
方
が
変
わ
り
ま
す
。

エネルギー　565kcal（1人分）

www.city.ono.hyogo.jp/~kyusyoku/ほかのメニューも紹介

て
ん
き
り
げ
ん
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再
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音
館
書
店
）

『
夜
と
霧
』

   

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル 

著

　
　
　

 

池
田
香
代
子
訳（
み
す
ず
書
房
）

『
二
月
の
雪
、
三
月
の
風
、
四
月

の
雨
が
輝
く
五
月
を
つ
く
る
』

　
　
　
　
　

 

内
館
牧
子 

著（
潮
出
版
社
）

『
時
間
の
デ
ザ
イ
ン
』

　

    

早
稲
田
大
学
渡
辺
仁
史
研
究
室　

　

    

時
間‐

空
間
研
究
会（
鹿
島
出
版
会
）
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調味料Ａ

元朝日新聞記者。2010年7月から小
野市学術政策員。20代のころ、徳島
に4年在勤、この間、四国霊場のうち
6～7ヶ寺は回った。ただし取材で。
もう少し信仰心を持てばよかった。

佐野允彦（さの・まさひこ）

追録♦
加
東
巡
礼
は
大
正
７
年
創
始
♦

　
今
年
は
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
の

記
念
の
年
。
そ
の
開
基
の
弘
法
大
師
空
海

ゆ
か
り
の
四
国
の
寺
88
か
所
を
巡
る
の

が
四
国
遍
路
（
巡
礼
）
だ
。
こ
こ
20
年
ほ

ど
大
変
な
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
。

　
戦
前
、
加
東
郡
内
（
い
ま
の
小
野
市
、

加
東
市
）
で
地
域
巡
礼
の
ブ
ー
ム
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
企
画
展
で
紹
介
し
て
い
る
加

東
四
国
八
十
八
ヶ
所
だ
。

　
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
に
郡
内
の
仏

教
関
係
者
が
四
国
巡
礼
に
な
ぞ
ら
え
て
、

郡
内
88
の
寺
院
・
仏
堂
を
指
定
し
、
毎
年

旧
暦
の
３
月
15
日
か
ら
12
日
間
を
参
詣

縁
日
と
定
め
、
巡
拝
を
勧
め
た
の
が
始
ま

り
と
い
う
。

　
『
加
東
郡
誌
』（
大
正
12
年
刊
）に
は「
仏

道
信
仰
に
厚
か
ら
し
め
ん
」
と
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
信
仰
の
普
及
と
い
う
純
粋
な
宗

教
活
動
だ
ろ
う
が
、
寺
院
側
に
す
れ
ば
お

布
施
・
さ
い
銭
の
期
待
、
信
者
か
ら
す
れ

ば
信
仰
を
表
に
し
た
レ
ジ
ャ
ー
の
面
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
も
と
も
と
北
播
磨
に
は
巡
礼
の
風
土

が
あ
っ
た
。『
小
野
市
史
・
第
１
巻
』
は
、

室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の

浄
土
寺
へ
の
参
詣
ブ
ー
ム
を
掲
載
。
巡
礼

者
の
落
書
き
に
は
遠
く
は
奥
州
平
泉
、
九

州
・
筑
前
な
ど
の
地
名
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
江
戸
時
代
、
庶
民
は
勝
手
に
居
住
地

を
離
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
だ

が
、
幕
末
の
１
８
６
４
年
、
舟
木
村
の
倅

５
人
が
西
国
巡
拝
へ
、
倅
15
人
が
大
峰
山

参
拝
に
無
断
で
出
か
け
、
大
庄
屋
に
「
抜

参
詫
状
」
を
出
し
て
い
る
。

♦
見
ど
こ
ろ
、
味
ど
こ
ろ
各
所
に
♦

　
私
は
「
抜
け
参
り
」
で
な
く
、
ち
ゃ
ん

と
市
役
所
に
届
け
出
て
、
４
月
上
旬
の
あ

る
日
、
こ
の
コ
ラ
ム
執
筆
の
た
め
ミ
ニ
巡

礼
の
旅
に
出
た
。
ま
ず
は
住
吉
町
の
観
音

堂
（
80
番
）。
道
か
ら
少
し
外
れ
て
い
る

の
で
、
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
な
ぜ
、
こ
こ
を
選
ん
だ
か
と
言
う
と
、

企
画
展
に
大
正
〜
戦
前
の
関
係
書
類
が

展
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
11
冊
残
る
参

詣
人
名
簿
で
は
、
大
正
11
年
に
13
日
間
で

２
８
１
２
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
14

年
の
帳
面
で
は
接
待
の
た
め
の
食
材
や

線
香
な
ど
で
約
30
円
支
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
初
公
開
の
資
料
だ

が
、「
お
も
て
な
し
」
の
源
流
を
見
る
思
い
。

　
『
加
東
郡
誌
』に「
巡
拝
者
が
路
に
満
ち
、

読
経
の
声
は
山
野
に
響
け
り
」
と
あ
る
の

は
、
大
げ
さ
な
表
現
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
だ
が
、
い
ま
は
よ
そ
か
ら
の
参
拝
者

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
堂
に
は
タ
コ
の

絵
が
描
か
れ
た
絵
馬
が
数
点
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
イ
ボ
（
吸
い
出
し
）
に
ご
利
益

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
次
い
で
訪
ね
た
の
は
、
万
勝
寺
町
の
萬

勝
寺
（
65
番
）。
今
ま
で
一
度
も
来
た
こ

と
が
な
い
か
ら
だ
。
法
道
仙
人
の
開
基
と

も
伝
え
ら
れ
る
古
刹
だ
（
寺
伝
で
は
行
基

の
開
基
）。
石
段
は
桜
花
散
り
敷
く
花
道

だ
。
阿
弥
陀
堂
に
は
県
指
定
文
化
財
の
阿

弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
門
前
に
は
「
日
本
中
央
標
準
時
子
午

線
」の
石
柱
が
立
つ
。こ
れ
も
知
ら
な
か
っ

た
。
寺
の
前
の
そ
ば
屋
で
遅
い
昼
食
に
皿

そ
ば
を
食
べ
た
。
う
ま
い
。
こ
れ
も
知
ら

な
か
っ
た
。
小
野
は
奥
が
深
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
休
日
に
88
か
所
の

う
ち
の
２
、
３
か
所
で
も
回
ら
れ
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
、
つ
い
で
に
味
に
も
触
れ

ら
れ
て
は
い
か
が
。
な
お
、
企
画
展
は
５

月
17
日
ま
で
。
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

信
仰
と
レ
ジ
ャ
ー
の
加
東
八
十
八
ヶ
所

     

好
古
館
・
春
の
企
画
展
に
寄
せ
て

　
先
日
、
妻
の
親
の
墓
参
り
で
徳
島
へ
行
っ
た
。
四
国
八
十
八
ヶ

所
・
13
番
札
所
の
大
日
寺
の
近
く
で
、
お
遍
路
さ
ん
を
何
人
も
見

か
け
た
。
四
国
路
で
は
お
遍
路
さ
ん
の
鈴
の
音
で
春
を
感
じ
る
。

小
野
も
春
。
好
古
館
で
は
企
画
展
「
加
東
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
礼

の
旅
」が
開
催
中
。
私
も
さ
さ
や
か
な
巡
礼
の
旅
に
出
か
け
よ
う
。

ぬ
け

ま
い
り
わ
び
じ
ょ
う

せ
が
れ

80番札所の観音堂＝住吉町で

262015.5



さまざまなニュースやおもしろ写真などお待ちしています。

　来住小学校で6年生を送る会が
ありました。5年生の「威風堂々」の
生演奏の中、3年生の花のアーチ
を通って6年生が入場。各学年の
児童らは、ダンスをしたり色紙・風
船などを使ったりして6年生一人
ひとりにメッセージを贈っていまし
た。小規模校ならではのあたたか
さといっぱいのありがとうにあふ
れた会になりました。

（来住小学校区　K.Tさん）

　来住保育所で48人の卒園式が催
されました。子どもたちは園長から
お免状をもらうと、それを保護者に
手渡しました。保護者は、成長の記
録「思い出のアルバム」に最初は小
さく写っていた子どもたちが、あた
たかな先生の指導があって、今日の
日を迎えられたことを喜びました。
1年生になって、違う小学校に行って
も元気でね。

（来住小学校区　K.Tさん）

　来住小学校で卒業式があり、卒業生32
人は一人ひとり力強い返事をし、卒業証書
を受け取りました。校長先生は「あなたた
ちは人生時計の３時36分、夜明け前にい
ます。自分を大切にして賢い大人になって
ください」とメッセージ。卒業生が６年間の
成長を語ると涙ぐむ保護者もいました。新
しい自分を創造するため、中学校でも頑
張れ。

（来住小学校区　K.Tさん）

商店街
3/7・8

　小野商店街周辺で、小野陣屋まつりが開催され
ました。愛宕神社境内の特設舞台では市民らのグ
ループが歌や演奏を披露し、商店街では屋台がた
くさんあり、小学生も店の前に立ち「いらっしゃいま
せー」と大きな声を出していました。多くの人でに
ぎわう中、振る舞われていた巨大鍋でつくる小野陣
屋鍋は、とても温かくておいしかったです。 

（小野小学校区　Ａ.Nさん）

　普段は見ることのできない大道
芸のカラフルな衣装が目を引きまし
た。皿回しや南京玉すだれを披露さ
れたのは「楽楽笑一座（らくらくしょ
ういちざ）」の方たち。リズミカルな
太鼓の音と、かけ声がひとつになっ
て、心を込めて芸をされていまし
た。家族連れの方や子どもたちの歓
声もあって、芸を見ている方が元気
をもらったと話されていました。
（下東条小学校区　藤原登代子さん）

小野陣屋まつり
小野藩の参勤交代を参考に大名行列

来住保
3/21 子どもの成長を喜ぶ

来住小
3/20 ３２人の巣立ち

来住小
2/27

サンキュー６年生

29 2015.5

まちの特派員による取材記事などを紹介

桜 咲く中、各地でにぎわい桜
　今年は、桜の満開の時期に雨が続きましたが、それでも天
気のいい日を見つけて、花見を楽しむ多くの方の姿が市内
各所で見られました。

関連の動画を見る
ことができます。
　　　　↓QRコード

　4月９日に放送されたＮＨＫ「ニュース
KOBE発」の『まち旅コンパス』の撮影
が同月７日にありました。紹介されたの
は、神戸電鉄・JR加古川線の駅にある
コミュ二ティーレストラン3店舗です。

　３月30日にオープン1周年を迎えた
「誉田の館いろどり」で、4月4日に紅白
の餅まきイベントがありました。まいた
餅はくじ付きで、当たりくじが入ってい
れば、お食事券などと交換できました。

　4月5日に、あお陶遊館アルテで陶
芸まつりがありました。雨のため一部
中止したイベントもありましたが、
600人を超える来客があり、その内
約140人の親子連れらが陶芸を体験
されました。

　4月5日に、おの桜づつみ回廊を歩く
「桜づつみウオーク」があり、雨の影響
で、例年より少ない350人が参加され
ました。発着点となる大部小学校では、
おおべの大鍋特製の「とん汁」が提供
されました。

あ
お
陶
遊
館
で
陶
芸
ま
つ
り

上3枚の写真はおの桜づつ
み回廊、左写真はライト
アップした市役所前の桜

雨の中、350人がウオーキング

http://youtu.be/
971SKbvMuJ4

「駅前グルメ」をテレビで紹介 「誉田の館いろどり」１周年
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アイドル
平成26年中に生まれられたお子
さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、
2月に募集を締め切っています）

大島町
1歳3か月

1950 60 70 80 90 2000 10 20
編集
あとがき

平成5（1993）年5月の
「広報おの」紙面

　平成元年に上田三四二賞を制

定。４回目となる発表会がある日

に、好古館柳風園に設置された

上田三四二氏の歌碑の完成除幕

式があることをお知らせする記

事です。

　当日は、上田夫人らの手によっ

て除幕されました。

　歌碑に書かれてある歌は…

「ちる花は數かぎりなしことごと

く光をひきて谷にゆくかも」

（P2～６に関連記事）

♠桜が見ごろだった４月上旬は、
撮影者泣かせの天気が続きまし
た。市役所前の桜は、先月号表
紙に夜桜を掲載したこともあっ
てか、多くの方が観賞されてい
ました。一方、恒例となった「お
の桜づつみウオーク」の日の天
気は雨。近年悪天候が続いてい
ます。来年こそは…。（Ｆ）
♥先日、初めてラジオに電話出
演しました。ラジオ関西の新番
組「谷五郎の笑って暮らそう」
の県内各市町の広報紙を紹介す
るコーナーで、記念すべき第１
回目に「広報おの」を選んでい
ただきました。しかし、電話が
つながった瞬間から緊張でのど
がカラカラに…。ここ数年で一
番緊張した５分間でした。（A）

藤原 大地ちゃん
大ちゃん♡　大きく強く優しく
なるんだぞ
        （父 貴之さん、母 綾子さん）

ふじ  わら      だい    ち 橋本 心乃実ちゃん
これからも笑顔あふれる人生を
送ってね♡
        （父 慧悟さん、母 紗友梨さん）

はし  もと       こ     の     み

町田 琉海ちゃん
これからいっぱい遊ぼうね　♪
大好きだよー♡
         （父 勇大さん、母 亜梨沙さん）

まち　だ         る      い
黒川町
1歳3か月

神明町
1歳3か月

黒川町
1歳3か月

永井 優詩ちゃん
かわいい優詩ちゃん♡
すくすく育て～！
       （父 達也さん、母 真奈美さん）

なが　い          う    た

笠井 悠敬ちゃん
元気で強く大きくなれ！
           　　
　　　　　　　（母 美和さん）

かさ　い        ゆう   き

山元　瞬ちゃん
いっぱい、たくさん遊ぼうね。
瞬くん大スキ♡
    　　　　　    （兄 蓮くん）

やま  もと          しゅん

大島町
1歳3か月　田 蒼心ちゃん

ずっと仲良しで
いっぱい遊ぼうね♡
           　　　（兄 心覇くん）

ひろ   た       あお   し　　

しん  ば れん

黒川町
1歳3か月

天神町
1歳3か月

紹介でつなぐ

あの人 この人
Relation

学校・園だより

在
校
生
ら
で
つ
く
る
花
道
を
歩
く
５
年
生

№2　横山裕一さん（河合中学校教諭）

　北村先生の最初の赴任先であった旭丘中学校
で、サッカー部員として指導を受けました。年齢
も近かったので、生徒との距離が近く感じられる
先生でした。３年生で部活を引退する時に、先生
が涙を流して話されたのが印象に残っています。
その年の秋には、先生が結婚され、その会場で皆
で撮影した写真を今も持っています。
　現在は、社会科の教師になって9年目。河合中
学校の前は、小野南中学校で7年勤めていまし
た。部活動はサッカーを指導していて、目標は

チームを強くすることですが、生徒それぞれの
性格にあわせた指導が必要だと感じています。
今の時点を通過点として考え、この先もサッ
カーを続けていけるように楽しさを伝えていき
たい。そして、人として、感謝、謙虚さ、素直
さを教えていければと思います。
　教師として、
常に指導のあり
方について、
「もっといい方
法がないか」と
自問自答しなが
ら、先輩の教師
に学んで、力を
つけていきたい
と思います。

よこ やま ゆう いち

　前月に紹介した小野中学校
の北村先生が旭丘中学校の
サッカー部顧問をされていた
ときに指導を受けました。

５
年
生
一
人
ひ
と
り
が
決
意
表
明

河合小・中学校

新６年生が小中一貫教育へ「出発式」

　3月23日、河合小学校で、この４月から河合中学
校舎で学ぶ5年生（新6年生）50人の出発式がありま
した。式では、1～4年生の下級生が見守る中、５年
生は6年生に進級するにあたっての決意を一人ひとり
述べました。「予習復習をしっかりしたい」「苦手な
教科を克服したい」「専門教科を頑張りたい」と決意

を伝えると、校長先生
からは、「6年生とし
てのリーダーの役目
と、小学校（新部校舎）と中学校（三和校舎）をつなぐ役割も果たしてほし
い」と激励。
　最後は、在校生によってつくられた花道を、5年生は拍手を受けながら
歩いて体育館を後にしました。
　同校では小中連携教育に11年間取り組み、平成28年度の小中一貫校移
行に向け、今年度から試行的に5・4制を始めています。
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平日（8：45～17：15）、健康課窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参ください。
妊婦健康診査助成券（上限86,000円分）をお渡しします。

母子健康手帳交付

※教室には、開始時刻までにお越しください。　
◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

平成27年1月生まれの乳児
5月25日（月）13：00～14：30 [保健センター]

平成25年10月生まれの幼児
5月11日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

平成25年11月生まれの幼児
6月 1日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

3 歳 児 健 診 平成24年3月生まれの幼児
5月12日（火）13：00～14：30 ［保健センター］
平成24年4月生まれの幼児
6月 9日（火）13：00～14：30 ［保健センター］

4か月児健診

1歳6か月児健診

平成26年10月生まれの乳児
5月21日（木）10：00～11：15※ [保健センター]

平成25年5月生まれの幼児　
5月26日（火）  9：30～11：00※ ［保健センター］

7か月児教室

2歳児教室

出産予定日が7～９月の妊婦と夫
5月15日（金）  9：30～11：30※ ［保健センター］

未来のパパママ教室

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

当
番
病
院
カ
レ
ン
ダ
ー

Vol.662

人　

口
4
9
，4
9
5
人（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
1
9
6
）

　
　
　

2
4
，2
3
3
人　
　
　
　
　

2
5
，2
6
2
人

世
帯
数
1
9
，2
4
9
世
帯　
　
　

面
積
9
3.
8
4
㎞2

日 月 火 水 木 金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

43

25/1

987

10

65

May

6

7

17

16

24

23

31

30

22

5

15

29

18 19

12

25 26

26/1

8 9

Jun

20 21

13 14

27 28

43

10

11

アルコール問題相談
HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談※ 
こころのケア相談
思春期・ひきこもり相談　　　　　　 　　
専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　

兵庫青野原病院
南青野
☎66-2233

兵庫青野原病院
南青野
☎66-2233

ますむら医院
加東市上滝野
☎0795-48-0704

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

清水内科クリニック
敷地町
☎62-1005

神 医院
加東市森
☎0795-47-0144

ふるもとクリニック
加東市社
☎0795-40-0202

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

土井病院
復井町
☎66-2119

柏木医院
船木町
☎67-0199

依藤診療所
本町
☎63-0028

東条診療所
加東市新定
☎0795-46-0048

松尾内科
黒川町
☎64-0880

復井診療所
復井町
☎66-7318

復井診療所
復井町
☎66-7318

岡田内科医院
市場町
☎62-7366

岡田内科医院
市場町
☎62-7366

岡村医院
敷地町
☎62-4300

青山医院
加東市吉井
☎0795-46-0321

坂本医院
加東市上中
☎0795-42-6660

田渕医院
加東市新町
☎0795-48-0160

緑駿病院
復井町
☎66-2020

☎0795-42-5111㈹　6月9日（火）13：00～
☎0795-42-9436　　5月7日（木）・21日（木）、6月4日（木）13：30～14：20　
☎0795-42-5111㈹　5月28日（木）13：00～
☎0795-42-5111㈹　5月21日（木）13：00～
☎0795-42-9365　　5月1日（金）、6月5日（金）13：30～15：00

内
科

外
科

山形整形外科
加東市上中
☎0795-42-3215

吉川医院
加東市社
☎0795-42-0105

内
科

外
科
松原メイフラワー病院
加東市藤田
☎0795-42-8851

小島クリニック
王子町　☎64-2727

内
科

外
科

育が丘クリニック
樫山町　☎62-8112

篠原医院
粟生町　☎65-2810

内
科

外
科
北野整形外科・外科
黒川町　☎63-1080

清水内科クリニック
敷地町　☎62-1005

内
科

外
科

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

内
科

外
科

嬉野診療所
加東市山国
☎0795-42-8477

総合医療センター
市場町　☎88-8800

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

山口内科医院
本町　☎64-0202

内
科

外
科

井上医院
加東市沢部
☎0795-42-1190

まえだクリニック
大島町　☎64-0771

内
科

外
科
ふるもとクリニック
加東市社
☎0795-40-0202

やすらぎの森診療所
加東市新定
☎0795-40-8100    「北播磨県民いきいき情報」

（http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.html）
をご覧いただくか、消防署（☎63-0119）へ問い合わせください。

北播磨小児救急輪番について

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービス
（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認してください。

小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ受診してくだ
さい。！

※総合医療センター：北播磨総合医療センター
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休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医

健康診査・教室など（健康課 ☎63-3977）

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所

18：00～21：00（日曜・祝日は9：00～18：00）診療時間
最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
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